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─ 総会のお知らせ ─
日 時　2013年6月15日（土）15：00より
場 所　本郷学園1号館2階会議室

写真：駒込6丁目・「染井よしの桜の里公園」周辺



　本郷学園同窓会の皆様には、日頃学園をご支援いただき心から感謝いたし

ます。お蔭様で中学、高校とも、外部の皆様方から教育内容の充実した学校と

して年々、より高い評価を戴いております。

　今後とも、建学以来の教育理念に則って社会有為の人材を育てるべく、

学園あげて取り組む所存でございますので、ご支援の程、宜しくお願い申し

上げます。

　学校の教育内容充実、施設整備などの用途を目的に寄付金を在校生の

保護者、卒業生の皆様ほか個人、法人を問わず幅広く受付しておりますので、

ご案内申し上げます。学校法人への寄付金は非課税扱いになっております。

趣旨にご賛同いただきましたうえでご協 力賜わりますよう宜しくお願い申し

上げます。
（なお、本学園では従来から入学に際し保護者の皆様へのご寄付のお願いは特に致しておりません。）

●お申し込み方法
①学園事務室に寄付の申込書をご請求ください。

学校法人　本郷学園
〒170－0003 豊島区駒込4－11－1
電　話	 03－3917－1456
ファックス	 03－3917－0007　　担当 伊藤（事務長）

②申込書に所定事項をご記入の上、事務所へご提出ください。

③指定の銀行振込口座にご入金ください。

④�入金確認後、「振込金受領書」並びに 
「特定公益増進法人であることの証明書」（写し）を郵送いたします。

●税法上の寄付金控除
私立学校への寄付金は特定公益増進法人に対する寄付金として確定申告により
所得税から控除されます。
なお、寄付金控除額は控除対象団体等への年間支払い寄付金の総額（ 年間
総所得の40％以内）から2千円を差し引いた額になります。

学園より教育振興資金へのご寄付のお願い



1　Ginyu vol.42 May 2013

p2  

本
郷
学
園
同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

　

南
谷 

修　
高
校
8
回
生
（
１
９
５
６
年
＝
昭
和
31
年
＝
卒
業
）

p3  

学
校
法
人 

本
郷
学
園
理
事
長
ご
あ
い
さ
つ

　

松
平 

賴
武 

p4  

投 

稿● 

千
葉
古
墳
文
化
と
国
造

　

加
藤 

浩
正中学

18
回
生
（
１
９
４
５
年
＝
昭
和
20
年
＝
卒
業
）

● 

「
続
々
・
屋
久
島
だ
よ
り
」

　

福
原 
信
夫高校

７
回
生
（
１
９
５
５
年
＝
昭
和
30
年
＝
卒
業
）

● 

頭
と
身
体
を
使
い
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
参
加
し
て

　

稲
葉 

研
治高校

8
回
生
（
１
９
５
６
年
＝
昭
和
31
年
＝
卒
業
）

● 

私
の
生
き
方

（
バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
と
ダ
ン
ス
の
指
導
員
）

　

鈴
木 

教
司高校

12
回
生
（
１
９
６
０
年
＝
昭
和
35
年
＝
卒
業
）

● 

司
法
試
験
の
先
に
目
指
す
も
の

　

鬼
澤 

秀
昌高校

58
回
生
（
２
０
０
６
年
＝
平
成
18
年
＝
卒
業
）

p17  

同
期
の
輪

「
成
人
の
集
い
」
ほ
か

p23  

ト
ピ
ッ
ク
ス

●
「
本
郷
医
師
の
会
」
設
立
の
お
知
ら
せ

 

杉
下 

和
行 

高
校
48
回
生
（
１
９
９
６
年
＝
平
成
8
年
＝
卒
業
）

●
本
郷
に
も
応
援
歌
が
あ
っ
た
！

p26  

Ｏ
Ｂ
会
通
信

●
ス
キ
ー
部
創
立
40
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

 

加
藤 

哲
史 

高
校
57
回
生
（
２
０
０
５
年
＝
平
成
17
年
＝
卒
業
）

p28  

２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

p30  

２
０
１
２
年
度
事
業
・
決
算
報
告

p32  

２
０
１
２
年
度
表
彰
記
録

p33  

２
０
１
２
年
度
定
期
総
会
報
告

 

山
際 

幸
雄 

高
校
18
回
生
（
１
９
６
６
年
＝
昭
和
41
年
＝
卒
業
）

p34  

２
０
１
２
年
度
本
郷
祭
報
告

 

赤
井 

健
郎 

高
校
22
回
生
（
１
９
７
０
年
＝
昭
和
45
年
＝
卒
業
）

p36  

本
郷
学
園
同
窓
会
役
員（
案
）

p37  

学
園
便
り

 

２
０
１
３
年
大
学
入
学
試
験
合
格
実
績

p38  

本
郷
学
園
同
窓
会
会
則

p40  
本
郷
学
園
同
窓
会
会
費
納
入
者
一
覧

p45  
訃
報 
・ 

編
集
後
記

「銀友」第42号
目　次

Index



Ginyu vol.42 May 2013　2

同
窓
の
皆
様
、日
頃
よ
り
会
の
運
営
に
ご
理
解
、ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。同

窓
会
の
発
足
は
１
９
２
８
年（
昭
和
3
年
）3
月
で
あ

り
、今
年
で
86
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
郷
学
園
は
昨
年
90
周
年
を
迎
え
、１
０
０
周
年
に

向
か
う
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

学
園
は
理
事
長
を
は
じ
め
、運
営
陣
の
努
力
の
も
と

で
グ
ラ
ン
ド
が
人
工
芝
へ
と
替
わ
り
、35
号
館
が
新
4

号
館
へ
と
建
替
え
ら
れ
、そ
し
て
新
し
い
2
号
館（
旧
デ

ザ
イ
ン
科
棟
）が
来
春
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
体
制
も
充
実
し
、校
長
を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様

の
努
力
で
本
年
の
進
学
も
良
い
成
績
で
あ
り
、実
力
校

と
し
て
の
本
郷
高
等
学
校
を
確
立
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
は
常
に
同
窓
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
と
共

に
学
園
の
発
展
の
た
め
に
何
を
成
す
べ
き
か
、何
を
す

れ
ば
良
い
か
を
基
準
と
し
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
例
と
し
て
、生
徒
の
優
秀
な
活
動
に
は
運
動
部

の
み
な
ら
ず
文
科
関
係
も
問
わ
ず
団
体
個
人
に
参
加

し
た
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
を
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。更
に
卒
業
2
年
目
の
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
人
達

に
本
郷
学
園
で
共
に
学
ば
れ
た
絆
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
で
あ
ろ
う
と「
成
人
の
集
い
」を
設
け
、本
年
で
6
回

目
と
な
り
ま
す
。そ
れ
ら
に
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。又
、卒
業
生
の
還
暦
を
迎
え
る
方
々
に

「
還
暦
の
会
」、「
同
期
会
」な
ど
へ
の
呼
び
か
け
と
協

力
を
も
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
は
、各
界
、各
地
域
で
多
方
面
に
渡
り
、

ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、今
の
社

会
は
、多
様
な
判
断
基
準
、価
値
観
を
生
み
だ
し
て
お

り
、不
安
定
で
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。経
済
も

少
し
明
る
い
気
運
が
芽
ば
え
て
い
る
も
の
の
、今
の
経

済
、社
会
が
国
内
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で
な
い
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
将

来
に
通
じ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。と
も
す

れ
ば
瞬
間
風
速
的
な
見
方
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
現
代
社
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
基
準

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
こ
そ
、本
郷
学
園
で
育
っ
た
絆
の
も
と
で
、人
の
繋
が

り
が
大
き
な
財
産
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
、是
非
と
も
同
窓
会
活
動
を
深
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、同
窓
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

同
窓
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

高校8回生

1956年（昭和31年）卒業

南谷 修

あ
い
さ
つ

本郷学園同窓会 

会　長
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同
窓
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
本
学
園
の
運
営

に
、ま
た
後
輩
の
生
徒
達
に
も
直
接
ご
指
導
、ご
支
援

を
頂
い
て
お
り
、誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
校
は
、昨
年
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。こ
れ
も
偏
に
本
校
を
卒
業
さ
れ
た
皆

様
、先
輩
方
の
お
陰
と
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
節
目
を
生
徒
達
も
祝
い
、私
共
は
こ
れ
を
機

に
次
の
１
０
０
周
年
を
目
指
し
て
、学
校
の
体
制
の
強

化
、施
設
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。　

体
制
強
化
で
は
、平
成
25
年
度
よ
り
中
学
、高
校

と
も
に
完
全
実
施
と
な
り
ま
し
た
新
教
育
課
程
を

確
実
に
定
着
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

施
設
設
備
で
は
、昨
年
4
号
館
の
改
築
を
終
え
、

現
在
グ
ラ
ン
ド
正
面
の
2
号
館（
旧
デ
ザ
イ
ン
科
棟
）

の
建
て
替
え
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
建
物
は
５
階

建
て
で
、地
階
に
講
堂
兼
体
育
館
、2
階
に
図
書
室
、

上
の
階
に
教
室
を
備
え
た
近
代
的
な
も
の
で
、平
成

26
年
1
月
の
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
方

も
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。　

生
徒
の
指
導
面
で
は
、充
実
し
た
教
職
員
の
体

制
で
、進
学
も
、諸
処
の
学
業
面
、ス
ポ
ー
ツ
方
面

で
の
活
動
に
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
く
れ
て
お

り
、今
後
も
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

本
年
の
大
学
へ
の
進
学
も
例
年
通
り
の
良
い
成
績

で
、東
大
、東
工
大
、一
橋
を
は
じ
め
と
し
た
国
公
立
大

学
、早
大
、慶
大
な
ど
の
私
立
大
学
へ
多
数
の
進
学
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。将
来
、社
会
に
出
て
立

派
に
活
躍
し
て
く
れ
る
人
材
と
自
信
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。　

平
成
25
年
度
の
中
学
、高
校
の
入
試
は
2
月
に

順
調
に
終
わ
り
、応
募
者
も
多
数
集
ま
り
ま
し
た
。

中
学
生
は
２
４
６
名
、高
校
生
は
89
名
の
外
部
中
学

か
ら
の
入
学
生
を
合
わ
せ
３
２
８
名
で
新
学
期
を
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

学
校
は
新
入
生
が
入
り
、新
た
な
活
気
に
溢
れ
ま
す
。

教
職
員
共
々
、新
た
な
気
持
ち
で
皆
様
の
後
輩
達
の

訓
育
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
年
も
本

校
の
た
め
に
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、ご
支
援
を

頂
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

  

同
窓
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
、そ
し
て
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

学校法人 本郷学園 

理事長

松平 賴武

ご
あ
い
さ
つ
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確
認
さ
れ
、中
に
は
１
０
０
ｍ
級
の
前
方

後
円
墳
を
盟
主
と
す
る
有
力
古
墳
群

も
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
は「
国
造
本
紀
」・
武
射
国

造
の
勢
力
圏
と
推
定
さ
れ
、主
要
古
墳

群
と
し
て
は
、横
芝
町
の
芝
山
古
墳
郡
、

成
東
町
の
板
附
古
墳
群
、松
尾
町
の
大

堤
古
墳
群
・
蕪
木
古
墳
群
・
大
塚
古
墳

群
、山
武
町
の
麻
生
新
田
古
墳
群
・
胡
摩

手
台
古
墳
群
、芝
山
町
大
里
田
辺
古
墳

群
、そ
れ
に
地
域
は
異
な
る
が
多
古
町

の
柏
熊
古
墳
群
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

大
型
前
方
後
円
墳
の
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
地
域
の
有
力
古
墳
群
は
、作
田

川
・
木
戸
川
流
域
に
集
中
し
、作
田
川

上
流
・
成
東
川
左
岸
に
は
2
基
の
前
方

後
円
墳
＝
西
の
台
古
墳（
90
ｍ
）、不
動

塚
古
墳（
63
ｍ
）と
一
辺
60
ｍ
の
巨
大
方

日
本
列
島
に
沿
い
流
れ
る
黒
潮
海
流
に

の
り
、西
南
の
日
本
の
人
々
が
、そ
の
文
化

と
共
に
可
成
り
古
く
か
ら
東
国
に
流
れ
込

ん
だ
こ
と
は
、古
墳
の
発
掘
状
況
及
び
そ

の
状
態
か
ら
十
分
考
え
得
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、有
力
古
墳
群
の
多
く
は
、比

較
的
大
き
な
河
川
の
流
域
等
に
認
め
ら

れ
、古
く
か
ら
古
文
献
に
記
さ
れ
た“
国

造（
く
に
の
み
や
つ
こ
）”の
本
貫
地
と
結

び
つ
け
て
考
え
ら
れ
、房
総
半
島
に
お

け
る
古
代
豪
族
の
消
長
と
ヤ
マ
ト
権
限

と
の
関
係
等
を
解
明
す
る
有
力
な
資
料

と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

太
平
洋
岸
九
十
九
里
浜
に
面
す
る
山

武
地
区
は
自
然
環
境
に
め
ぐ
ま
れ
、木

戸
川
・
作
田
川
・
栗
山
川
と
そ
の
支
流
・

高
谷
川
の
流
域
を
中
心
と
し
て
約
50
の

古
墳
群
、そ
の
中
に
９
５
０
基
の
古
墳
が

墳
か
ら
な
る
板
附
古
墳
群
が
あ
る
。同

じ
く
作
田
川
上
流
・
境
川
左
岸
に
は
胡

摩
手
台
古
墳（
前
方
後
円
墳
85
ｍ
）を

中
心
に
胡
摩
手
台
古
墳
群
や
経
僧
塚

古
墳
・
カ
ブ
ト
塚
古
墳
等
の
大
型
円
墳

か
ら
な
る
麻
生
新
田
古
墳
群
が
あ
る
。

木
戸
川
流
域
に
は
下
流
左
岸
に
大
堤

古
墳
群
と
蕪
木
古
墳
群
、中
流
右
岸
に

直
径
60
ｍ
以
上
大
円
墳
の
姫
塚
古
墳

所
在
・
大
塚
古
墳
群
、左
岸
に
殿
塚
古
墳

（
88
ｍ
）・
姫
塚
古
墳（
59
ｍ
）の
２
基
の

前
方
後
円
墳
を
中
心
に
芝
山（
中
台
）

古
墳
群
と
小
池
大
塚
古
墳（
前
方
後
円

墳
72
ｍ
）の
所
在
す
る
舟
塚
古
墳
群
の

存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

右
段
階
の
古
墳
は
栗
山
川
流
域
で

は
、上
流
部
で
は
柏
熊
古
墳
群
・
し
ゃ
く

し
塚
古
墳（
80
ｍ
前
方
後
円
墳
）で
、前

方
部
の
低
平
な
墳
形
は
4
世
紀
代
に
遡

る
可
能
性
の
高
い
古
墳（
房
総
半
島
北

東
部
香
取
・
海
匝
・
山
武
）で
、こ
の
地
域

の
古
墳
文
化
成
立
期
の
様
相
を
知
り

得
る
古
墳
と
い
え
る
。

千
葉
古
墳
文
化
と
国
造

中学18回生

1945年（昭和20年）卒業

加藤 浩正
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馬
来
田
国
造

成
務
天
皇
の
世
に
深
河
意
弥
命
を
国

造
に
定
め
た
。須
惠
国
造
と
は
兄
弟
で

同
時
に
国
造
と
な
っ
た
。

小
櫃
川
流
域
を
支
配
し
、こ
れ
は
の

ち
に
望
陀（
も
う
だ
）、畔
蒜
二
郡
に
な
っ

た
地
方
。木
更
津
東
部
と
富
来
田
町
付

近
に
前
方
後
円
墳
が
密
集
し
て
い
る
。

上
海
上
国
造

成
務
天
皇
の
世
に
忍
立
化
多
比
命
を

国
造
に
定
め
た
。養
老
川
以
南
の
市
原

市
域
を
支
配
し
、二
子
塚
古
墳
は
国
造

墓
と
伝
え
ら
れ
、こ
れ
を
と
り
ま
く
姉

ケ
崎
群
集
墳
は
国
造
一
族
の
墓
と
の
伝

承
が
あ
る
。（
式
内
社
島
穴
姉
ケ
崎
二

社
あ
り
）。

菊
間
国
造　

成
務
天
皇
の
世
、大
鹿
国
直
を
国
造

と
定
め
る
。養
老
川
以
北
の
市
原
市
域

を
支
配
。

伊
甚
国
造

成
務
天
皇
の
世
に
伊
己
侶
止
直
を
国

造
に
定
め
た
。夷
隅
川
・一
宮
川
流
域
を
支

房
総
半
島
の
国
造
の
分
布

阿
波（
あ
わ
）国
造

「
国
造
本
紀
」に
成
務
天
皇
の
世
、大

伴
直
大
滝
を
国
造
に
定
む
、と
。平
久
里

（
へ
ぐ
り
）川
流
域
館
山
平
野
を
支
配

し
、阿
波
国
北
半
が
の
ち
に
平
郡
、南
半

が
安
房
国
。

長
狭
国
造

『
古
事
記
』の
神
武
天
皇
条
に「
神
八

井
耳
命
は
長
狭
国
造
等
の
祖
」と
。
加

茂
川
・
丸
山
川
流
域
を
支
配
し
、の
ち
に

加
茂
川
流
域
は
長
狭
郡
、丸
山
川
流
域

は
朝
夷
郡
と
な
る
。丸
山
川
上
流
は
丸

子
部
を
ひ
き
い
た
丸
氏
の
根
拠
地
。

須
惠
国
造

成
務
天
皇
の
世
、大
布
日
意
弥
命
を

国
造
と
定
め
た
。
小
糸
川
流
域
を
支

配
、の
ち
に
周
淮（
す
え
）と
な
っ
た
地

方
で
あ
る
。ま
た
湊
川
流
域
の
天
羽
郡

も
支
配
下
に
あ
っ
た
ら
し
い
。富
津
市
の

飯
野
・
内
裏
塚
・
九
条
塚（
前
方
後
円
）

を
中
心
と
す
る
古
墳
群
は
国
造
一
族
の

墓
と
い
わ
れ
る
。

配
。の
ち
に
夷
隅
川
流
域
は
夷
隅
郡
、一
宮

川
流
域
は
埴
生
、長
柄
二
郡
に
な
る
。茂

原
市
付
近
は
藻
の
原
、僅
か
に
西
部
丘
陵

南
面
に
横
穴
古
墳
が
点
在
す
る
。

武
社
国
造

成
務
天
皇
の
世
、彦
忍
人
命
を
国
造

に
定
め
た
。
和
邇
氏
一
族
の
牟
邪（
む

さ
）臣
が
活
躍
。木
戸
川
・
栗
山
川
を
む

す
ぶ
一
帯
を
支
配
し
、の
ち
、武
射
郡
と

な
り
、９
５
０
基
の
山
武
郡
下
の
古
墳

中
8
割
近
く
が
郡
東
東
北
部
の
地
上

に
集
中
。

下
海
上
国
造

応
神
天
皇
の
世
、久
都
伎
直
を
国
造

に
定
め
た
。東
下
総
の
海
上
・
匝
瑳
・
香

取
三
郡
と
常
陸
鹿
島
郡
の
南
部
を
包

括
す
る
地
方
を
管
轄
し
た
。古
墳
文
化

の
発
達
は
小
見
川
・
佐
原
・
香
取
付
近
は

著
し
い
。

印
波
国
造

応
神
天
皇
の
世
に
伊
都
許
利
命
を
国

造
に
定
め
た
。印
旛
沼
周
辺
を
支
配
す

る
。勢
力
範
囲
は
不
明
。
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船
塚
古
墳（
成
田
市
船
方
）は
国
造

の
墓
。沼
の
東
方
台
地
上
に
竜
角
寺
古

墳
群
が
あ
る
。

千
葉
国
造

『
日
本
後
紀
』延
暦
24
年
8
月
条
に
、

大
私
部
直
善
人
が
千
葉
国
造
で
、外
従

5
位
下
を
授
け
ら
れ
た
が
、建
置
年
代
・

支
配
区
域
不
明
。

尚
、伊
甚
国
は
南
北
領
域
の
境
目
に

位
置
し
て
い
る
。五
世
紀
後
半
か
ら
六

世
紀
前
半
に
か
け
て
、大
和
朝
廷
の
勢

力
が
東
国
に
の
び
る
と
、地
方
豪
族
と

の
間
に
対
立
を
生
じ
、朝
廷
に
対
す
る

豪
族
の
反
抗
が
大
き
い
が
、伊
甚
の
珠

の
物
語
は
反
体
制
的
で
あ
っ
た
。こ
れ
は

伊
甚
国
造
の
敗
北
を
意
味
す
る
。　

（
参
考
：
千
葉
県
の
歴
史
）

今
回
は
映
画
の
中
の〈
屋
久
島
〉に
つ

て
見
て
み
よ
う
。年
配
の
人
に
と
っ
て
忘

れ
難
い
映
画
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
林
芙

美
子
原
作
、成
瀬
巳
喜
男
監
督
、森
雅

之
、高
峰
秀
子
主
演
の「
浮
雲
」で
あ
ろ

う
。昭
和
30
年
の
キ
ネ
マ
旬
報
第
1
位

に
輝
き
、監
督
賞
、主
演
男
優
、女
優
賞

を
獲
得
、成
瀬
や
高
峰
の
生
涯
の
代
表

作
で
あ
る
。

映
画
は
ベ
ト
ナ
ム（
当
時
は
仏
印
即
ち

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
）の
職
場
で
技

官
と
タ
イ
ピ
ス
ト
と
い
う
男
女
の
愛
の

始
ま
り
か
ら
、敗
戦
で
の
帰
国
。そ
こ
か

ら
の
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
お
互
い
の
行
き

違
い
の
愛
の
遍
歴
。情
念
の
絡
み
合
い
。

紆
余
曲
折
の
末
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い

人
生
の
決
着
を
、南
の
孤
島（
屋
久
島
）

の
営
林
署
の
技
官
と
い
う
仏
印
時
代
と

同
じ
職
を
得
て
、女
も
そ
の
男
に
つ
い
て

行
く
。
宿
舎
の
あ
る
小
杉
谷（
当
時
は

営
林
署
の
前
線
基
地
で
小
中
学
校
ま
で

あ
っ
て
山
中
で
の
唯
一の
村
だ
っ
た
。昭
和

42
年
に
事
業
は
廃
止
さ
れ
翌
年
廃
村
と

な
っ
た
。）は
山
奥
に
あ
り
女
は
そ
こ
で

死
を
迎
え
る
。

で
は
な
ぜ
彼
等
は
屋
久
島
を
行
き
先

に
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
愛
の
出

発
点
で
も
あ
っ
た
仏
印
に
日
本
の
中
で

距
離
的
に
最
も
近
く
、仏
印
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
環
境
に
最
も
似
て
い
る
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。原
作
者
も
執
筆
の
た
め

島
に
来
て
雨
の
中
の
ぬ
か
る
み
を
見
て
、

ま
る
で
仏
印
と
同
じ
だ
と
後
に
書
い
て

い
る
。

当
時
屋
久
島
は
日
本
の
最
南
端
で

あ
っ
た
。
屋
久
島
の
す
ぐ
南
に
あ
る
吐

続
・々屋
久
島
だ
よ
り

高校7回生

1955年〈昭和30年〉卒業

福原 信夫
鹿児島県ユースホステル

協会理事長
屋久島ユースホステル

ペアレント
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と
う
そ
ん
）〉と
呼
ん
で
い
た
。
そ
し
て

同
じ
村
な
の
に
日
本
の〈
（
十
島
村
）

じ
ゅ
っ
と
う
そ
ん
〉と
、占
領
下
の
奄
美

群
島
政
府
下
の〈（
十
島
村
）じ
ゅ
っ
と

う
そ
ん
〉の
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
と
い
う

悲
劇
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
返
還
後

二
つ
の〈
じ
ゅ
っ
と
う
そ
ん
〉は〈
十
島
村

（
と
し
ま
む
ら
）〉と〈
三
島
村（
み
し

ま
む
ら
）〉に
分
村
さ
れ
て
今
に
至
っ
て

い
る
。

こ
の
分
村
の
悲
劇
と「
浮
雲
」の
悲
劇

は
私
に
は
ど
う
も
二
重
写
し
に
見
え
て

な
ら
な
い
。ち
な
み
に
林
芙
美
子
が
執

筆
し
た
旅
館
は
今
で
も〈
安
房
〉の
川
の

畔
に「
浮
雲
の
宿
屋
久
島
山
荘
」
と
し

て
営
業
し
て
い
る
。そ
し
て
余
談
だ
が｢

島
で
は
月
に
三
十
五
日
雨
が
降
る｣

と
い

う
言
葉
は｢
浮
雲｣
で
有
名
に
な
る
の
だ

が
、実
際
そ
ん
な
事
は
な
く
、春
か
ら
梅

雨
頃
迄
は
そ
ん
な
雰
囲
気
の
日
が
あ
る

も
の
の
、秋
か
ら
冬
へ
の
乾
期
に
は
乾
燥

注
意
報
が
連
日
で
る
の
で
あ
る
。

　

又
映
画
の
中
で
主
人
公
の
二
人
は

か
喇（
ト
カ
ラ
）列
島
よ
り
南
は
、奄
美

も
沖
縄
も
す
べ
て
占
領
軍
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
。ト
カ
ラ
は
昭
和
27
年
2
月
に
、

奄
美
は
28
年
12
月
に
日
本
に
返
還
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
原
作
者
が
こ
の
物

語
を
書
い
た
昭
和
24
年
〜
25
年
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。従
っ
て
主
人
公
達
に

と
っ
て
の
屋
久
島
は
一
番
心
情
的
に
仏

印
に
、過
去
の
充
実
し
た
愛
と
生
活
を

営
ん
だ
地
へ
の
望
郷
の
念
を
手
繰
り
寄

せ
る
に
適
し
た
地
と
思
い
、絶
望
の
中

に
か
す
か
な
希
望
を
見
い
だ
さ
せ
て
く

れ
る
と
信
じ
た
い
所
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。作
者
も
主
人
公
達
を
屋
久
島
即

ち
疑
似
仏
印
へ
持
っ
て
行
き
た
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
ト
カ
ラ
は
今〈
十
島
村（
と

し
ま
む
ら
）〉（
口
之
島
、中
之
島
、平

島
、諏
訪
之
瀬
島
、悪
島
、小
宝
島
、宝

島
の
有
人
七
島
と
無
人
五
島
か
ら
な

る
）と
称
し
て
い
る
が
、昔
は
現
在
屋
久

島
の
北
に
あ
る
三
つ
の
島（
黒
島
、硫
黄

島
、竹
島
）と
一
緒
に〈
十
島
村（
じ
ゅ
っ

鹿
児
島
で
屋
久
島
行
き
の
船
を
待
つ
が

船
は
出
ず
、島
ま
で
は
17
時
間
も
か
か

る
と
言
う
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
が
、や
は
り

当
時
の
屋
久
島
は
孤
島
で
あ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
今
は
高
速
船
の
直
行
便
な
ら
１

時
間
40
分
、大
型
の
フ
ェ
リ
ー
で
も
４
時

間
、飛
行
機
な
ら
鹿
児
島
空
港
か
ら
35

分
、そ
し
て
福
岡
や
伊
丹
か
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
１
日
１
便
だ
が
直
行
便
が
で
て
い

る
。羽
田
か
ら
で
も
鹿
児
島
で
乗
り
継

い
で
３
時
間
で
着
く
。

次
に
採
り
上
げ
る
映
画
は
世
界
自
然

遺
産
登
録
後
に
出
来
た
宮
崎
駿
監
督
の

ア
ニ
メ「
も
の
の
け
姫
」だ
。こ
の
作
品
は

大
ヒ
ッ
ト
し
当
時
興
行
収
入
歴
代
１
位

を
記
録
し
た
。
屋
久
島
へ
の
影
響
も
お

お
き
か
っ
た
。次
作
の
同
じ
宮
崎
監
督
の

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」に
記
録
を
破

ら
れ
る
の
だ
が
、こ
の
映
画
の
タ
イ
ト
ル

も
実
は「
も
の
の
け
姫
」
撮
影
時
監
督

始
め
大
勢
の
美
術
ス
タ
ッ
フ
が
来
島
し
、

そ
の
時
島
で
最
も
美
し
い
千
尋
の
滝（
せ

ん
ぴ
ろ
の
た
き
＝
写
真
2
）を
見
て
ヒ
ン



投　稿

Ginyu vol.42 May 2013　8

だ
っ
た
。し
か
し
そ
の
鋳
造
の
過
程
で
要

す
る
木
材
の
量
た
る
や
、は
ん
ぱ
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。た
た
ら
場
で
の
数
回
の

操
業
で
一
山
が
消
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。そ
れ
が
中
国
地
方
に
原
生
林
が
殆

ど
残
っ
て
い
な
い
理
由
だ
。文
明
と
破
壊

は
表
裏
な
の
だ
。宮
崎
監
督
の
問
題
提

起
は
将
に
そ
こ
に
あ
る
。

さ
い
わ
い
屋
久
島
に
は
た
た
ら
も
な

か
っ
た
し
、江
戸
時
代
に
島
津
が
奥
山
の

杉
の
伐
採
を
始
め
る
ま
で
は
、島
の
人

達
は
木
を
伐
る
為
に
奥
山
に
入
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。不
伐
の
思
想
は
守
ら
れ
て

き
た
。木
を
伐
れ
ば
そ
の
後
自
然
が
人

間
に
逆
襲
し
て
く
る
こ
と
を
、昔
の
島
の

人
は
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。島
津
藩
も

屋
久
杉
の
管
理
は
慎
重
に
執
り
行
っ
て

い
た
。こ
れ
こ
そ
が
屋
久
島
が
日
本
で

最
初
の
世
界
自
然
遺
産
の
地
と
し
て
登

録
さ
れ
た
原
点
で
あ
る
。

こ
の
映
画
の
影
響
で
、た
く
さ
ん
の
観

光
客
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
メ

ジ
ャ
ー
に
も
な
っ
た
。そ
し
て
ヤ
ク
ス
ギ

ト
を
得
た
ふ
し
が
あ
る
。（
た
だ
し
読
み

方
は
変
え
て
。）「
も
の
の
け
姫
」で
の
宮

崎
監
督
の
現
代
の
文
明
社
会
に
対
す
る

切
込
み
の
深
さ
は
、尋
常
で
は
な
い
。文

明
と
破
壊
、縄
文
的
な
も
の
と
弥
生
的

な
も
の
と
の
葛
藤
、日
本
の
古
く
か
ら

存
在
す
る
神
々
の
示
す
啓
示
な
ど
、折

か
ら
世
界
的
に
環
境
問
題
に
皆
が
敏
感

に
な
っ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、ま
さ
に
時

機
を
得
た
も
の
と
も
い
え
る
。

あ
の
映
画
の
中
に
出
て
来
る
た
た
ら

場
は
出
雲
が
モ
デ
ル
と
の
こ
と
だ
が
、実

は
私
も
奥
出
雲
の
現
存
す
る
高
殿
式

の
た
た
ら
場
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。す
ご
い
と
思
っ
た
。明
治
に
西
洋
式

の
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
で
き
る
迄
は
、

日
本
の
製
鉄
は
す
べ
て
砂
鉄
か
ら
た
た

ら
で
造
る
鉄
塊（
け
ら
）が
原
料
と
な
っ

て
い
た
。こ
こ
か
ら
更
に
純
度
を
高
め

て
造
る
鋼
は
世
界
で
も
有
数
の
高
品
質

の
鉄
だ
っ
た
。従
っ
て
山
越
え
し
て
吉
備

（
備
前
、備
中
、備
後
）に
渡
っ
て
造
ら

れ
た
刀
や
農
具
は
世
界
有
数
の
品
質

ラ
ン
ド
と
白
谷
雲
水
峡
の
人
気
が
逆
転

し
て
し
ま
っ
た
。
白
谷
雲
水
峡（
写
真

1
）が
映
画
の
中
で
苔
む
す
森
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。な
ん
と
今
で
は

白
谷
雲
水
峡
の
奥
の
苔
の
森
は〈
も
の
の

け
の
森
〉と
呼
ば
れ
て
い
る
。

屋
久
島
の
歴
史
に
は
様
々
な
変
遷
が

あ
っ
た
が
、江
戸
時
代
に
は
完
全
な
島

津
の
支
配
地
と
な
り
、明
治
の
新
政
府

と
島
民
と
の
所
有
権
の
争
い
に
、島
民

が
敗
訴
し
た
後
、今
で
は
島
の
面
積
の

90
％
が
国
有
地
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
の
大
き
な
問
題
は
、増
加

し
た
観
光
客
に
よ
っ
て
自
然
の
破
壊
を

進
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

危
惧
で
あ
る
。自
然
と
環
境
が
対
立
軸

に
あ
る
の
で
は
な
く
、ど
う
共
生
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。こ

れ
は
な
に
も
屋
久
島
だ
け
の
問
題
で
は

あ
る
ま
い
。日
本
の
す
べ
て
が
、地
球
全

体
が
人
類
全
体
が
真
剣
に
考
え
取
り

組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で

あ
る
。
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写真3

写真2

写真1 ゆ
う
癒
し
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、山
田
監
督
は
好
意
的
に
描
い
て
く

れ
た
、島
に
と
っ
て
有
難
い
作
品
で
あ

る
。そ
の
後
こ
の
映
画
の
影
響
が
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、わ
が

ユ
ー
ス
の
あ
る
こ
の
平
内
の
地
に
通
信

さ
て
最
後
に
山
田
洋
次
監
督
の
学

校
シ
リ
ー
ズ
の
４
作
目「
十
五
才
」に
つ

い
て
、少
し
ふ
れ
て
み
よ
う
。こ
の
映
画

は
、学
校
に
行
き
た
く
な
い
、何
を
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
少
年
が
、

家
を
飛
び
出
し
、ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
を
し
な

が
ら
、屋
久
島
の〈
縄
文
杉
＝
写
真
3
〉

を
目
指
し
て
や
っ
て
来
る
。そ
こ
で
偶
然

優
し
い
登
山
家
の
お
姉
さ
ん
に
出
会
い

念
願
の
縄
文
杉
登
山
の
目
的
を
果
た

す
。そ
の
後
お
姉
さ
ん
と
は
別
れ
、一
人

で
下
山
す
る
が
少
年
は
途
中
で
道
に
迷

う
。し
か
し
や
っ
と
薄
暮
の
麓
に
た
ど
り

着
く
。そ
こ
で
親
切
な
老
人
に
出
会
い

家
に
泊
め
て
も
ら
う
。そ
し
て
翌
朝
お

礼
を
し
て
老
人
の
家
を
出
よ
う
と
い
う

時
、老
人
は
病
で
倒
れ
る
。一
人
で
生
活

を
し
て
い
る
老
人
を
少
年
は
そ
こ
で
看

病
な
ど
し
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
世
間
の
こ

と
を
学
び
な
が
ら
成
長
し
て
ゆ
く
。そ

し
て
自
分
に
目
覚
め
た
少
年
は
無
事
家

に
帰
り
登
校
す
る
。

屋
久
島
の
自
然
や
島
自
身
に
そ
う

制
の〈
屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
校
〉が
開

校
し
、今
で
は
大
勢
の
登
校
拒
否
児
や

問
題
児
た
ち
が
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
や
っ
て

く
る
。そ
し
て
い
ま
や
こ
の
高
校
は
通
信

制
で
は
卒
業
生
の
数
が
日
本
一
に
な
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
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大
学
卒
業
後
50
年
ス
ポ
ー
ツ
と
は

全
く
無
縁
で
し
た
。２
年
程
前
の
こ
と

で
す
が
、同
期
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
で
活

躍
さ
れ
た
角
能
君
が
東
京
都
の
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
、大
変
驚
き
又
感
動
を
受
け
ま

し
た
。同
期
の
人
達
も
ゴ
ル
フ
、水
泳
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
等
、真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
も
多
く
い
る
こ
と
を
知
り
、又
私

の
孫
娘（
中
学
１
年
）が
部
活
で
陸
上

の
中
・
長
距
離
を
始
め
た
こ
と
も
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

ま
ず
掛
り
付
け
の
医
師
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。楽
し
く
ゆ
っ
く
り

練
習
し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。競

技
に
必
要
な
も
の
一
式
を
揃
え
、４
月
か

ら
荒
川
の
河
川
敷
で
週
２
回
ジ
ョ
ギ
ン

グ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
の
種

目
は
、槍
投
げ
で
す
。７
月
に
初
の
大

会
が
あ
り
ま
す
の
で
、槍
投
げ
の
助
走
、

ス
テ
ッ
プ
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
が
、

筋
力
が
落
ち
て
い
る
為
思
う
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
。出
来
な
く
て
当
然
だ
と
思

い
ま
し
た
。
大
会
の
３
週
間
前
左
足
に

肉
離
れ
を
発
症
し
て
し
ま
い
、大
会
ま

で
毎
日
電
気
治
療
を
行
い
何
と
か
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
に
痛
み
が
出
な
い
よ
う
に
テ
ー
ピ

ン
グ
し
て
も
ら
い
競
技
を
行
い
ま
し
た

が
、思
う
よ
う
な
投
て
き
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

我
が
本
郷
学
園
陸
上
部
の
大
活
躍

も
承
知
し
て
お
り
、少
し
は
ず
か
し
さ

も
あ
り
ま
す
が
、出
場
し
た
３
大
会
の

成
績
で
す
。

一 

平
成
24
年
7
月
22
日

　

 

関
東
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会　

２
位

　

 

神
奈
川
県
相
模
原
麻
溝
公
園
競
技
場

　

 

18
都
道
府
県
７
２
５
名
参
加

二 

平
成
24
年
8
月
5
日

　

 

東
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会　

１
位

　

 

国
立
競
技
場

　

 

32
都
道
府
県
６
３
５
名
参
加

三 

平
成
24
年
10
月
14
日

　

 

東
京
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会　

３
位

　

 

国
立
競
技
場

　

 

37
都
道
府
県
７
２
６
名
参
加

い
ず
れ
も
75
才
～
79
才
の
部
で
す
。

東
京
マ
ス
タ
ー
ズ
の
１
０
０
ｍ
で
は
、

１
０
２
才
の
宮
崎
秀
士
さ
ん（
京
都
）

が
31
秒
73
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

又
槍
投
げ
で
も
95
才
の
下
田
吉
人
さ
ん

（
東
京
）が
５
．０
４
ｍ
で
優
勝
し
ま
し

た
。感
動
し
ま
し
た
。３
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
が
、昔
の
友
人
に
会
う
こ
と
は
残

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
年
１
月
よ
り
江
戸
川
区
の
総
合
体

育
館
で
筋
力
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

頭
と
身
体
を
使
い

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
参
加
し
て

高校8回生

1956年〈昭和31年〉卒業

稲葉 研治
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を
始
め
ま
し
た
。週
１
，２
回
程
度
で
す
。

私
の
高
校
時
代
の
成
績
で
す
。

高
１　

東
京
都
大
会　

国
立
競
技
場　

　
　
　

槍
投　
　

５
位

高
２　

東
京
都
大
会　

国
立
競
技
場　

　
　
　

槍
投　
　

１
位

高
３　

東
京
都
大
会　

武
蔵
野
競
技
場

　
　
　

槍
投　
　

１
位

　
　
　

円
盤
投　

５
位

高
３　

第
10
回
国
体
出
場

　
　
　

神
奈
川
三
ツ
沢
競
技
場

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
３
回
出
場
。高
２
よ

り
南
関
東
予
選
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

高
３
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
山
形
県
酒
田
で

行
わ
れ
、槍
投
決
勝
は
７
位
で
し
た
。私

の
ベ
ス
ト
記
録
は
５
１
．８
８ｍ
で
す
。

大
学
は
神
奈
川
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。高
４
回
生
に
箱
根
駅
伝
で
も
活
躍
さ

れ
た
八
嶋
先
輩
の
勧
め
も
あ
り
神
大
に

入
学
し
ま
し
た
。本
郷
陸
上
部
よ
り
４

名
が
入
学
し
ま
し
た
。（
登
丸
、川
西
、根

本
、稲
葉
）１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）４

年
生
の
時
日
本
選
手
権
に
出
場
し
ま
し

た
。８
月
上
旬
場
所
は
国
立
競
技
場
で

十
種
目
競
技
で
の
出
場
で
す
。結
果
は
４

位
で
し
た
。十
種
を
始
め
た
の
に
は
理
由

が
あ
り
ま
す
。１
年
生
の
夏
腰
を
痛
め
槍

投
を
断
念
し
ま
し
た
。３
年
の
秋
ま
で
コ

ル
セ
ッ
ト
を
付
け
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
心
に
や
っ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
仲
間
と
走
れ
る

こ
と
が
楽
し
く
毎
日
常
磐
線
金
町
駅
よ

り
横
浜
駅
経
由
東
横
線
白
楽
駅
ま
で
２

時
間
か
け
大
学
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
卒
業
後
陸
上
を
や
め
ま
し
た

が
、根
本
君
は
Ｓ
Ｂ
食
品
陸
上
部
で
短

距
離
選
手
と
し
て
１
０
０
ｍ
を
10
秒
台

で
走
る
す
ば
ら
し
い
選
手
で
し
た
。

そ
の
年
、日
本
陸
連
よ
り
種
目
別
日

本
ラ
ン
キ
ン
グ
10
傑
の
９
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
記
念
バ
ッ
ヂ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
で
も
私
の
宝
物
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
健
康
が
第
一

で
す
の
で
、無
理
の
な
い
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

の
参
加
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。何
か
相
談

ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
電
話
下
さ
い
。

０
３-

３
６
５
３-

９
０
３
９

私
は
数
年
前
ま
で
階
段
、歩
道
橋
を
休

み
休
み
登
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
は
あ
ま

り
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。大
会
の

結
果
は
す
べ
て
医
師
に
も
報
告
し
色
々
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。競
技
を

続
け
る
こ
と
で
免
疫
力
も
ア
ッ
プ
し
体
力

の
改
善
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。医
師

よ
り
、又
メ
ダ
ル
を
見
せ
て
下
さ
い
と
の
言

葉
を
励
み
に
本
年
一
年
頑
張
り
ま
す
。

今
回
の
寄
稿
に
あ
た
り
小
室
、市
倉

両
副
会
長
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高校時代

大学時代
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昨
年
の
本
郷
祭
に
行
き
、そ
の
後
、同

窓
会
の
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た
。会

場
で
同
期
の
理
事
で
あ
り
ま
す
市
倉
君

に
銀
友
の
投
稿
を
依
頼
さ
れ
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
休
み
の
期
間
に
ア
ル
バ

イ
ト
で
資
金
を
稼
ぎ
、九
州
、北
海
道
を

一
周
す
る
学
割
周
遊
券
で
都
合
の
つ
い

た
年
の
夏
休
み
に
友
達
と
く
ま
な
く
周

り
、さ
ら
に
高
校
時
代
は
神
田
須
田
町

に
住
ん
で
い
た
の
で
、神
田
明
神
の
氏
子

の
た
め
神
輿
を
か
つ
ぎ
、声
を
か
ら
し

た
も
の
で
す
。ま
た
独
習
で
修
得
し
た

ギ
タ
ー
と
歌
で
大
学
時
代
は
ウ
エ
ス
タ
ン

ロ
ッ
ク
中
心
の
バ
ン
ド
に
入
り
、地
方
と

都
内
で
メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
４
年
間

歌
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
４
０
年
に
卒
業
し
、当
時
、池
田

首
相
は
こ
れ
か
ら
は
開
放
経
済
体
制
の

時
代
に
な
り
、国
際
競
争
力
の
強
い
企
業

が
生
き
残
る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、国

内
シ
ェ
ア
２
位
の
ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ
に
入
社

い
た
し
ま
し
た
。

入
社
後
は
営
業
希
望
が
叶
え
ら
れ
、

銀
座
の
東
京
営
業
所
に
配
属
さ
れ
、六

つ
の
特
約
店
を
回
り
、都
内
の
担
当
エ
リ

ア
で
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
景
気
が
下
降
線
に
な
り
、売
上
も

伸
び
な
く
な
っ
た
時
に
、他
の
業
界
で
も

メ
ー
カ
ー
の
流
通
革
命
が
起
こ
り
、自
分

の
子
は
自
分
で
育
て
る
と
の
精
神
の
も
と

に
特
約
店
に
頼
ら
ず
、ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ

販
売
株
式
会
社
を
設
立
し
、カ
メ
ラ
店
に

直
接
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
販
売
会
社
に
出
向
し
、銀
座
四

丁
目
に
あ
る
販
売
会
社
の
本
社
勤
務
を

は
じ
め
地
方
営
業
所
二
ヶ
所
の
所
長
を

し
た
り
、ま
た
メ
ー
カ
ー
に
戻
っ
た
り
し

ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、今
思
う
と
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
推
薦
さ
れ
、

中
級
機
種
カ
メ
ラ
の
担
当
に
な
り
、開
発

か
ら
販
売
ま
で
全
て
の
権
限
を
任
さ
れ

た
時
が
最
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
中

級
機
の
シ
ェ
ア
が
5
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
の

を
15
パ
ー
セ
ン
ト
に
伸
ば
し
、テ
レ
ビ
で
、

オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の『
押
す
だ
け
』カ
メ

ラ
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
し
て
社
長

表
彰
を
貰
い
ま
し
た
。私
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
人
生
で
一
番
や
り
甲
斐
の
あ
る
素
晴
ら

し
い
時
代
で
し
た
。た
だ
、あ
ま
り
に
権

限
が
集
中
し
た
た
め
、各
部
の
存
在
価

値
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
、５
年
程
度
で

解
体
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
歌
と
ギ
タ
ー
は

封
印
し
、60
歳
定
年
で
ス
パ
ッ
と
退
職
し
て

第
二
の
人
生
を
楽
し
む
た
め
、送
別
会
を

銀
座
の
ホ
テ
ル
で
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を
３
時

間
ほ
ど
や
り
、久
し
ぶ
り
に
思
い
き
り
ギ

タ
ー
で
歌
い
ま
く
り
ま
し
た
。急
に
歌
っ
た

私
の
生
き
方

（
バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
と
ダ
ン
ス
の
指
導
員
）

高校12回生

1960年〈昭和35年〉卒業

鈴木 教司
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の
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
、日
本
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｆ
に
加
入
し
て
、技

術
認
定
資
格
を
６
級
か
ら
挑
戦
し
ま
し

た
。一
昨
年
２
月
に
指
導
員
の
資
格
を
修

得
し
て
、家
内
に
も
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
に

入
会
さ
せ
、Ｊ
Ｄ
Ｓ
Ｆ
の
ダ
ン
ス
競
技
会

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、一
応
、競
技

選
手
ア
ス
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。競
技
選
手
と
し
て
は
遅
い

ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、競
技
会
の
試

合
に
は
、プ
ロ
の
現
役
Ａ
級
選
手
に
家
内

と
週
一
回
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
し
て
、臨

ん
で
お
り
ま
す
。

ダ
ン
ス
の
良
い
と
こ
ろ
は
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
音
楽
は
心
を
落
ち
着
か
せ
、ラ
テ
ン
は

思
わ
ず
身
体
を
動
か
し
た
く
な
る
こ
と

で
す
。
特
に

男
性
は
音
楽

を
聞
き
な
が

ら
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
考
え
女

性
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
の

の
で
声
が
出
な

く
な
り
、ボ
イ
ス

レ
ッ
ス
ン
に
行
き

声
が
戻
っ
た
の
で
、

『
タ
カ
シ
＆
そ

の
仲
間
』と
い
う

バ
ン
ド
を
創
り
、

千
葉
市
の
祭
り

や
稲
毛
の『
花
の
美
術
館
』で
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
家
内
と
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に

入
り
、夫
婦
で
テ
ニ
ス
を
し
て
い
る
四
家

族
と
清
里
に
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
合
宿
に
行

き
ま
し
た
。62
歳
後
半
か
ら
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
を
近
所
の
方
に
強
引
に
誘
わ
れ
、団

地
内
の
集
会
所
兼
ホ
ー
ル
が
レ
ッ
ス
ン
会

場
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
入
り
、月
４
回

練
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
は
ハ
ー
ド
に
な
り
、65
歳
か
ら

は
、ボ
ケ
防
止
に
は
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

身
体
を
使
い
リ
ー
ド
し
て
頭
を
使
う
運

動
が
一
番
良
い
、と
い
う
コ
ラ
ム
が
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、ダ
ン
ス

で
、常
に
頭
を
使
い
な
が
ら
身
体
を
使
い

パ
ー
ト
ナ
ー
を
音
楽
に
あ
っ
た
リ
ズ
ム
で

リ
ー
ド
す
る
た
め
、週
4
日
の
レ
ッ
ス
ン

に
プ
ラ
ス
月
平
均
２
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に

行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
医
者
に
行
く
と
必
ず
、運
動
し
て

い
ま
す
か
と
聞
か
れ
ま
す
。我
々
く
ら
い

に
な
る
と
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
健
康

に
一
番
良
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
継
続
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
。ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル

で
は
80
代
半
ば
の
方
が
発
表
会
に
出
て

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
年
代
は
健
康
と
ボ
ケ
防
止
の

た
め
に
は
、ダ
ン
ス
が
一
番
良
い
と
思
い
ま

す
。皆
様
、今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ

ん
。近
所
の
公
民
館
に
行
き
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
の
初
級
か
ら
入
り
健
康
維
持
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。（
月
会
費
は
4
回
で
平

均
￥
２
，０
０
０
〜
￥
３
，０
０
０
で
す
）

私
は
今
後
も
ボ
ケ
防
止
と
健
康
の
た

め
に
出
来
る
だ
け
サ
ー
ク
ル
や
競
技
会

を
続
け
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
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１
、初
め
に

初
め
ま
し
て
。２
０
０
６
年
本
郷
高
校

卒
の
鬼
澤
と
申
し
ま
す
。２
０
０
６
年
に

本
郷
高
校
を
卒
業
し
て
以
来
、早
７
年
が

経
ち
ま
し
た
。卒
業
後
、東
京
大
学
、同
大

学
院
で
法
律
を
学
び
、昨
年
何
と
か
司
法

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
郷
高
校
の
在
学
時
か
ら
、将
来
は
司
法

試
験
に
合
格
し
法
曹
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、よ
う
や
く
長
年
の
夢
が
叶

い
、と
に
か
く
嬉
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
、実
は
、今
は
司
法
試
験
合
格
の

後
に
行
わ
れ
る
司
法
修
習（
１
年
間
の
研

修
）及
び
法
律
事
務
所
へ
の
入
所
を
１
年

間
延
ば
し
、Teach F

or Japan

と
い
う

教
育
系
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
常
勤
職
員
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、目
標

は
同
じ「
司
法
試
験
合
格
」で
あ
っ
て
も
、

そ
の
先
に
目
指
す
も
の
は
か
な
り
変
わ
っ

た
の
で
す
。

２
、何
を
目
指
す
の
か

本
郷
に
在
学
し
て
い
た
と
き
は
、部
活
と

勉
強
が
中
心
の
生
活
で
し
た
。部
活
を
や
っ

て
い
た
時
期
は
、普
段
か
ら
し
っ
か
り
復
習

す
る
の
は
難
し
い
の
で
、直
前
の
１
～
２
週

間
で
い
か
に
効
率
よ
く
勉
強
す
る
か
を
毎

回
試
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、効
率
よ

く
知
識
を
身
に
つ
け
る
技
術
が
身
に
つ
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。部
活
も
卓
球
自
体
が

楽
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、友
人
た
ち
に
も
恵

ま
れ
、非
常
に
楽
し
く
部
活
自
体
が
良
い

息
抜
き
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
か
ら
、

将
来
は
、裁
判
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、高
２
後
半
か
ら
の
受
験
期
か

ら
は
、司
法
試
験
の
合
格
率
が
一
番
高
い
大

学
に
入
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、大
学
に
入
っ
て
、国
際
的
で
あ

る
こ
と
に
憧
れ
を
持
ち
韓
国
や
中
国
の
学

生
と
交
流
し
た
り
、法
律
を
勉
強
し
た
り

し
て
い
る
中
で
、裁
判
官
よ
り
弁
護
士
の
方

が
自
分
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、も
う
ひ
と

つ
重
要
な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。そ
れ

は「
国
際
的
」や「
法
律
」と
い
う
の
は
、あ

く
ま
で「
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
」と
い
う
こ
と

で
す
。今
ま
で
は
、「
法
律
を
専
門
に
し
た

い
」、「
国
際
的
に
活
躍
し
た
い
」と
思
っ
て

い
た
も
の
の
、で
は
結
局「
何
で
」国
際
的

に
活
躍
す
る
の
か
、弁
護
士
と
し
て「
何
を

目
指
す
の
か
」と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
た

こ
と
に
何
と
な
く
気
が
つ
き
ま
し
た
。

改
め
て
自
分
の
目
指
す
も
の
を
考
え
た

結
果
出
て
き
た
の
が
、「
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
を

通
じ
て
、志
を
持
っ
て
多
く
の
人
々
の
喜
び

や
安
心
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
人
々

を
支
援
す
る
こ
と
」で
し
た
。

３
、自
分
が
や
り
た
い
こ
と

　

 

①（
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
）

大
学
に
入
学
し
た
当
初
は
ビ
ジ
ネ
ス
に

司
法
試
験
の
先
に目指

す
も
の

高校58回生

2006年〈平成18年〉卒業

鬼澤 秀昌
Teach For Japan 職員
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人
々
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
、も
う
少
し
色
々
な
人
々
に
貢

献
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
う
考
え
て
い
た
と
き
に
出
会
っ

た
の
が
、Table F

or T
w

o

の
小
暮
真
久

氏
の『「
20
円
」で
世
界
を
つ
な
ぐ
仕
事
︱

〝
想
い
〟と〝
頭
脳
〟で
稼
ぐ
社
会
起
業
・

実
践
ガ
イ
ド
』で
し
た
。

非
常
に
ス
マ
ー
ト
に
多
く
の
人
々
の
喜

び
に
貢
献
出
来
る
そ
の
仕
組
み
に
驚
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
社
会
の
課
題
の
解

決
の
実
現
を
目
指
す
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
」に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。そ
し

て
、と
に
か
く
現
場
を
知
り
た
い
と
思
い
、

Ｓ
Ｖ
Ｐ
東
京
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
支
援
す
る
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。何
よ
り
驚
い
た
の

は
、関
わ
っ
て
い
る
人
々
が
み
な
情
熱
や
志

を
持
ち
、と
て
も
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て

い
る
点
で
す
。

そ
し
て
、Ｓ
Ｖ
Ｐ
東
京
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
今
職
員
と
な
っ
て
い
るT

each F
or 

Japan

に
出
会
い
、そ
の
モ
デ
ル
や
ス
タ
ッ
フ

は
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
運
営
す
る
サ
ー
ク
ル
の
活

動
を
通
じ
、考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
思
考
が
面
白
い
と
思
っ
た
だ

け
で
は
な
く
、様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
本

や
記
事
を
読
ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、実

は
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
の
も
、「
満
足
の
対
価
」

と
し
て
金
銭
を
得
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。今
有
名
な
大
企
業

も
、大
き
な
志
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ビ

ジ
ネ
ス
は
よ
り
多
く
の
人
々
の
喜
び
や
安

心
等
の
満
足
を
生
み
出
す
の
に
貢
献
で
き

る
点
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、自
分
は「
社
会
の
ル
ー
ル
」と

し
て
の
法
律
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た

し
、色
々
な
会
社
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、ビ
ジ
ネ
ス
法
務
の
弁
護
士
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

４
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と

　

 

②（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
）

し
か
し
、ビ
ジ
ネ
ス
法
務
に
携
わ
る
先

生
の
話
を
聞
く
中
で
、ビ
ジ
ネ
ス
法
務
に

携
わ
る
弁
護
士
は
、大
企
業
な
ど
の一
部
の

の
熱
意
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。ス
タ
ッ

フ
と
し
て
関
わ
る
う
ち
に
、子
ど
も
た
ち

や
、子
ど
も
の
た
め
に
本
当
真
剣
な
先
生

た
ち
、そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
魅
力
的
な

ス
タ
ッ
フ
に
ど
ん
ど
ん
惹
か
れ
、彼
ら
を
支

え
る
こ
と
が
自
分
の
喜
び
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
韓
国
や
タ

イ
、ア
メ
リ
カ
等
海
外
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
も
積
極
的
に
見
に
行
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、自

分
の
目
指
す
も
の
が
徐
々
に
固
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

５
、弁
護
士
に
な
る
前
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
１
年
間
働
く
と
い
う
決
断

法
科
大
学
院
を
３
月
に
卒
業
後
、司
法

試
験
を
５
月
に
受
け
、結
果
発
表
は
９
月

に
あ
り
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
っ
て
も
人
を
雇

い
、企
業
や
自
治
体
と
契
約
し
、知
的
財

産
権
を
持
っ
て
い
た
り
利
用
し
た
り
す
る

以
上
、ビ
ジ
ネ
ス
法
務
の
知
識
が
必
要
で

し
た
。そ
こ
で
、９
月
の
合
格
発
表
ま
で
の

間
はT

each F
or Japan

の
法
務
面
で
の
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す
。弁
護
士
の
先
生
や
友
人
に
も
相
談
し

た
り
し
て
、本
当
に
悩
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、最
終
的
な
決
め
手
は

や
は
り「
こ
こ
で
や
ら
ず
に
後
悔
し
な
い

か
」と
い
う
自
分
へ
の
問
い
か
け
で
し
た
。

弁
護
士
に
な
れ
ば
一
年
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
常
勤

職
員
と
し
て
働
く
の
は
非
常
に
難
し
く
な

り
ま
す
。一
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
身
を
置
き
た

い
と
思
い
続
け
て
き
た
以
上
、こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
し
た
ら
後
悔
す
る
の
は
目
に
見

え
て
い
ま
し
た
。

そ
う
考
え
、内
定
を
い
た
だ
い
て
い
る
事

務
所
の
先
生
に
そ
の
よ
う
な
自
分
の
思
い

を
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、１
年
間
限
定
で

職
員
と
な
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

６
、最
後
に

今
は
、Teach F

or Japan

の
職
員

と
し
て
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
分
と
同
じ
よ
う

に
、ビ
ジ
ネ
ス
法
務
に
携
わ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
弁
護
士

の
グ
ル
ー
プ（B

L
P

-N
etw

ork

）を
作
っ

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
を
通
し
て
、将
来
弁
護
士
と

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

常
勤
職
員
と
し
て
活
動
し
た
ら
、面
白
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。団
体
の
実
情
を
理
解
す
る
こ
と
は

将
来
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
上
で
役
立
ち
ま
す

し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
出
身
の
弁
護
士
と
い
う
の
は

キ
ャ
リ
ア
と
し
て
も
面
白
い
の
で
は
な
い

か
、な
ど
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

合
格
発
表
の
後
、そ
の
気
持
ち
は
さ
ら
に

強
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時T

each F
or Japan

で
も
偶

然
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
全
般
担
当
の
常
勤
職

員
の
募
集
を
し
て
い
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
の

み
な
ら
ず
、今
急
成
長
し
て
い
るT

each 
F

or Japan

の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
で
事
業
を

支
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
経
験
は
、

他
で
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

し
か
し
、競
争
が
激
化
す
る
弁
護
士
業

界
の
中
で
、一
年
間
遅
れ
を
と
る
こ
と
は
将

来
的
に
不
利
に
な
り
う
る
の
も
事
実
で

た
り
自
分
か
ら
積
極
的
に
他
の
弁
護
士

の
先
生
方
と
の
協
力
を
し
た
り
も
し
て
い

ま
す
。

今
後
は
、自
分
の
知
識
を
深
め
、ス
キ
ル

を
磨
く
と
同
時
に
、志
を
持
っ
て
頑
張
る

人
々
が
安
心
し
て
事
業
を
拡
大
・
展
開
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、一
人
で
も
多
く

の
人
々
の
喜
び
や
安
心
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
経

験
も
浅
い
自
分
で
す
が
、こ
の
志
を
忘
れ

ず
、一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、拙
い
文
章
を
お
読
み
く

だ
さ
り
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。少
し
で
も
お
読
み
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
様
の
お
役
に
た
て
ば
幸
い
で
す
。

タイを代表するソーシャルベンチャー、
Change Fusion代表のスニット氏と
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銀友
Ginyu

高
校
62
回
生 

（
２
０
１
０
年=
平
成
22
年=

卒
業
）

　

成
人
の
集
い	
山
口 

暖
志
朗

昨
年
の
5
月
19
日
、我
々
高
校
62
回

生
の
成
人
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
3
月
に
本
郷
学
園
を
卒
業

し
て
以
来
2
年
ぶ
り
で
す
。現
役
で
大
学

に
進
学
し
て
い
れ
ば
3
年
生
に
な
っ
た
当

時
の
同
級
生
た
ち
の
久
し
ぶ
り
の
再
開
で

し
た
が
、2
年
と
い
う
年
月
は
長
か
っ
た

の
か
短
か
っ
た
の
か
、皆
大
き
く
変
化
成

長
し
た
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
印
象
は

昔
の
ま
ま
で
し
た
。顔
を
突
き
合
わ
せ
れ

ば
す
ぐ
高
校
時
代
の
よ
う
に
話
出
せ
る
。

そ
ん
な
雰
囲
気
で
終
始
成
人
の
集
い
は
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

今
回
の
集
い
は
、聞
い
た
話
に
よ
れ
ば

こ
こ
数
年
で
集
ま
っ
た
人
数
が
も
っ
と
も

多
か
っ
た
ら
し
く
、こ
の
時
１
０
０
人
以

上
は
参
加
し
て
い
た
と
自
分
も
記
憶
し

て
い
ま
す
。こ
う
し
て
当
時
の
仲
間
が
寄

り
集
ま
っ
て
食
べ
る
食
事
は
美
味
で
あ
り
、

「
酒
」を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
出
来
る
の

が
、「
成
人
の
集
い
」の
大
き
な
意
義
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

古
来
よ
り
杯
を
交
わ
す
と
い
う
こ
と

は
、人
類
普
遍
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。か
つ
て
巣
鴨
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で

生
活
指
導
の
先
生
が
来
な
い
か
ビ
ク
ビ
ク

し
な
が
ら
た
む
ろ
し
て
い
た
我
々
も
、こ

う
し
て
酒
を
飲
め
る
仲
に
な
っ
た
の
だ
な

あ
と
、し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

さ
て
成
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、ま

も
な
く
社
会
に
自
立
し
て
出
る
た
め
の

最
終
フ
ェ
ー
ズ
に
、多
く
の
同
輩
が
差
し

掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

自
立
と
は
依
存
の
正
反
対
で
あ
り
、あ
る

程
度
の
孤
独
と
い
う
も
の
が
必
然
的
に
つ



Ginyu vol.42 May 2013　18

い
て
回
る
と
思
わ
れ
、自
分
た
ち
に
そ
れ

は
当
然
の
如
く
求
め
ら
れ
ま
す
。で
す

が
、だ
か
ら
こ
そ
、青
春
を
男
子
校
で
過

ご
し
た
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
同
士
。こ
う
し

て
た
ま
に
杯
を
交
わ
し
語
り
会
え
る
よ

う
な
集
ま
り
が
、い
つ
で
も
で
き
た
ら
い
い

な
あ
、な
ど
と
思
い
ま
す
。

中
学
18
回
生 

（
１
９
４
５
年=

昭
和
20
年=

卒
業
）

　

本
中
18
会
総
会
の
様
子

	

志
田 
芳
久

｢

友
よ　

お
会
い
し
よ
う｣

―
こ
の
優

し
い
前
田
和
男
君
の
言
葉
に
誘
わ
れ
て
、

秋
の
深
ま
っ
た
十
一
月
十
日
旧
友
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。出
席
予
定
者
は
二
十
一
名

で
し
た
が
、当
日
に
な
っ
て
急
遽
四
名
の

欠
席
者
が
出
て
、十
七
名
で
会
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。そ
の
欠
席
者
の
中
に
は
会
長

の
大
塩
宏
一
郎
君
や
前
田
和
男
君
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
急
病
の
た
め

と
い
う
事
で
し
た
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
山
口
一
君
の
司
会

で
始
め
ら
れ
た
総
会
も
、会
長
挨
拶
が
な

く
、異
例
な
会
の
進
行
で
す
。そ
し
て
今

年
度
逝
去
さ
れ
た
、七
人
の
方
々
の
冥
福

を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。次
に
学

園
の
同
窓
会
理
事
を
務
め
て
い
る
、岡
田

光
正
君
か
ら
会
計
報
告
と
監
査
と
最
近

の
学
園
の
様
子
が
報
告
さ
れ
、こ
こ
で
近

況
報
告
に
移
り
ま
す
。三
人
の
方
に
最
近

考
え
て
い
る
事
を
十
五
分
程
度
の
範
囲
で

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
が
馬
場
隆
君
で
、今
我
が
国
と

し
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る「
尖
閣

諸
島
」に
つ
い
て
で
す
。そ
の
話
の
中
で

中
国
が
領
土
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て

一
九
四
三
年
の
蒋
介
石
・ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
カ
イ
ロ
宣

言
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
事
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
鈴
木
卓
三
君
が
環
境
問
題
に

関
し
て
次
の
三
点
か
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。①
ハ
リ
ケ
ー
ン・サ
ン
デ
ィ
②
ア
ル
ゴ
ア

の
不
都
合
な
真
実
③
京
都
議
定
書
等
に

つ
い
て
で
す
。そ
の
中
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
ま
で

も
ら
っ
た「
ア
ル
ゴ
ア
の
不
都
合
な
真
実
」

に
は
間
違
い
の
多
い
事
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

最
後
に
仲
摩
邦
夫
君
か
ら
歴
史
研
究

家
と
し
て
、地
域
の
人
々
と
の
交
流
の
楽

し
さ
を
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。そ
し
て
そ
の
中
で
健
康
法
と
し

て
、人
と
話
を
す
る
事
、成
る
べ
く
沢
山
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歩
く
事
を
強
調
し
て
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
記
念
撮
影
か
ら
、高
橋
正
明
君

の
司
会
で
懇
談
に
入
り
、久
し
ぶ
り
に
出

席
し
て
く
れ
た
宇
田
川
智
造
君
の
音
頭

で
乾
杯
し
、し
ば
し
楽
し
く
語
り
合
い
ま

し
た
。一
時
間
程
の
歓
談
で
総
会
も
終
末

を
迎
え
、恒
例
の
大
原
功
君
の
閉
会
の
言

葉
と
締
め
で
恙
無
く
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
長
不
在
と
い
う
一
抹
の
寂
し
さ
は
あ

り
ま
し
た
が
、出
席
者
全
員
お
互
い
の
健

康
を
確
か
め
合
い
、来
年
の
総
会
へ
の
出

席
を
心
に
秘
め
て
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

高
校
6
回
生 

（
１
９
５
４
年=

昭
和
29
年=

卒
業
）

　

染
井
ふ
く
の
会	

篠
喜
三
郎

わ
れ
ら
高
6
回
生
は
、昭
和
29
年

２
５
５
名
の
卒
業
生
が
学
園
を
あ
と
に

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
青
春
を
駆
け
抜

け
、は
や
70
代
の
後
半
に
入
り
込
み
、居

所
の
判
る
者
も
50
名
程
と
な
っ
て
、本
日

（
平
成
24
年
5
月
18
日
）の
同
期
会
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、16
名
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

思
え
ば
昨
年
行
う
べ
き
と
こ
ろ
、あ
の

「
３・11
」と
い
う
千
年
に
一
度
の
大
災
害
と

原
発
事
故
が
あ
っ
て
、ま
た
、翌
年
に
は
わ

れ
ら
の
大
半
が
喜
寿
を
迎
え
る
事
も
あ
っ

て
、今
年
に
延
ば
し
て
い
た
次
第
で
あ
る
。

場
所
は
同
期
の
中
島
洋
吉
氏
が
経
営

す
る
浅
草
の
老
舗｢

む
ぎ
と
ろ｣

で
行
な
っ

た
。当
日
は
三
社
祭
の
初
日
と
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
開
業
が
ま
じ
か
に
せ
ま
っ
て
、

祭
囃
子
が
流
れ
、初
夏
を
思
わ
せ
る
通
り

雨
も
あ
っ
て
、若
者
に
戻
っ
た
よ
う
な
嬉
し

い
気
分
で
、3
年
ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た
。

今
回
は
同
窓
会
の
南
谷
会
長
を
お
招
き

し
、カ
メ
ラ
マ
ン
を
新
澤
後
輩
に
お
願
い
し

た
。同
期
の
吉
田
和
雄
カ
メ
ラ
マ
ン
が
亡

く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

「
む
ぎ
と
ろ
」で
の
開
催
も
久
し
ぶ
り

で
、仲
居
さ
ん
も
、料
理
も
、司
会
の
渡
辺

昭
義
氏
の
好
リ
ー
ド
で
宴
席
も
申
し
分

な
く
、参
加
者
一
人
一
人
の
近
況
に
明
日
以

降
の
成
り
ゆ
き
が
予
測
で
き
、同
期
の
前

向
き
な
生
き
方
に
同
感
し
、元
気
付
け
ら

れ
た
。久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
寺
田
栄

一
氏
の
活
動
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

楽
し
い
時
間
ほ
ど
あ
っ
け
な
く
す
ぎ

る
も
の
で
、漆
間
秀
唯
氏
に
よ
る
音
頭
で

“
本
中
ツ
ン
ツ
ン
節
”を
出
席
者
数
16
名

に
あ
わ
せ
て
16
番
ま
で
斉
唱
し
、さ
ら
に

一
本
締
め
で
散
会
し
た
。

今
回
の「
み
ぎ
と
ろ
」で
の
開
宴
に
お

銀友
Ginyu
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け
る
中
島
会
長
の
ご
厚
意
に
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。と
と
も
に
浅
草「
む

ぎ
と
ろ
」が
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
賑
わ

い
と
あ
い
ま
っ
て
、更
に
益
々
繁
盛
さ
れ
ま

す
よ
う
願
う
次
第
で
す
。

高
校
8
回
生 

（
１
９
５
６
年=

昭
和
31
年=

卒
業
）

　

渡
辺
衛
さ
ん
75
歳
で
逝
く

	
新
澤 

米
次

同
我
々
学
友
の
巨
星
画
家
だ
っ
た
。平

成
24
年（
２
０
１
２
年
）秋
、日
美
展
に
作

品
を
2
点
発
表
し
た
。作
品
Ａ（
写
真
）

は
秀
作
に
。
他
の
作
品
も
入
選
し
ダ
ブ

ル
受
賞
し
た
。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
き
つ
け

て
、六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
に
同
窓
生

仲
間
8
人
と
観
に
い
っ
た
。水
元
公
園
の

雑
木
林
の
木
漏
れ
日
を
描
い
た
秀
作
は

会
場
の
話
題
を
独
占
し
た
。

彼
は
い
つ
も
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
ち

歩
き
、描
き
続
け
て
い
た
。来
年
の
テ
ー

マ
も
決
め
構
想
を
練
り
あ
げ
て
い
た
。

未
発
表
の
ま
ま
衛
ち
ゃ
ん
は
筆
を
置
い

た
。
残
念
。
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ

い
。合
掌
。

高
校
12
回
生 

（
１
９
６
０
年=

昭
和
35
年=

卒
業
）

　

同
期
会	

熊
木 

宏
治

わ
れ
ら
高
校
12
回
生
の
同
期
会
が
、

平
成
24
年
6
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
場
は
東
京
都
心
か
ら
程
近
い
江

戸
川
区
に
あ
る
下
町
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ニ
ュ
ー
オ
ー
ク
ラ
」で
す
。午
後
６
時
開

始
と
い
う
こ
と
で
、間
に
合
う
よ
う
早
め

に
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
に
行
き
、北
口
駅
前
の
に

ぎ
や
か
な
商
店
街
を
通
り
抜
け
会
場
へ

向
か
い
ま
し
た
。梅
雨
の
中
休
み
で
、ま

だ
陽
が
高
く
暑
い
盛
り
で
あ
り
ま
し
た

が
、途
中
、時
折
涼
し
い
風
が
心
地
よ
く

５
分
ほ
ど
で
着
き
ま
し
た
。

出
席
者
は
18
名
、定
刻
、い
つ
も
の
よ
う

に
大
梶
勝
英
君
の
進
行
に
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
。そ
し
て
、代
表
幹
事
の
田
嶋
輝

男
君
か
ら
軽
妙
な
し
ゃ
れ
を
交
え
た
ご

挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。昨
年
は
、東
日
本

大
震
災
に
伴
う
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、被
災
地
の
皆
様
の
お
気
持
ち

左から2人目が渡辺衛さん。旧友たちと。平成25年2月21日
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を
汲
ん
で
同
期
会
を
自
粛
し
休
会
と
し

た
こ
と
、し
た
が
っ
て
皆
さ
ん
と
は
２
年
ぶ

り
の
再
会
で
あ
る
旨
、ま
た
、前
回
の
同

期
会
に
出
席
さ
れ
た
九
十
九
里
町
に
お

住
ま
い
の
矢
部
恭
一
君
が
３・
11
の
地
震
の

際
、二
階
の
階
段
か
ら
転
落
し
打
ち
所
が

悪
く
亡
く
な
っ
た
旨
の
大
変
残
念
な
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。矢
部
君
に
お
か
れ
ま

し
て
は
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、幹
事
か
ら
、今
回
、新
た
に
参
加

さ
れ
た
向
井
史
朗
君
と
山
本
博
君
の
ご

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。向
井
君
は
、銀
友

第
41
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、ご
記

憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、会

社
定
年
退
職
後
、趣
味
の
絵
画
に
生
き
が

い
を
見
出
し
、充
実
し
た
余
暇
を
過
ご
さ

れ
て
い
る
旨
、ま
た
、山
本
君
は
、安
孫
子

で
ゴ
ル
フ
用
具
店
を
営
み
現
役
で
ご
活
躍

し
て
い
る
旨
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
同
期
会
は
、わ
れ
わ
れ
古
希
を

迎
え
た
年
に
当
た
る
の
で
、会
費
を
少
々

奮
発
し
、お
若
い
綺
麗
ど
こ
ろ
の
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
花
を
添
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
お

酌
に
よ
り
乾
杯
す
る
こ
と
と
な
り
、「
人

生
は
七
十
歳
か
ら
」の
心
意
気
で
今
後
も

元
気
で
年
１
回
の
同
期
会
で
会
お
う
と
、

唱
和
い
た
し
ま
し
た
。

宴
会
の
懇
談
中
に
お
い
て
、同
窓
会

副
会
長
の
市
倉
洋
一
君
か
ら
、最
近
の
学

園
は
、文
武
両
道
の
教
育
方
針
の
も
と
、

わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
比
べ
は
る
か
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
旨
、ま
た
、同
窓
会
誌

「
銀
友
」は
１
万
３
千
人
に
送
付
し
、卒

業
生
の
旧
交
を
深
め
一
層
の
絆
を
深
め
て

い
る
旨
の
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、今
回
の
出
席
者
各
人
か
ら
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。皆
様
、元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
何

よ
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

宴
も
た
け
な
わ
に
な
り
、鈴
木
教
司
君

の
飛
び
入
り
で
腕
自
慢
の
ウ
ク
レ
レ
を
奏

で
な
が
ら
、懐
か
し
の
ソ
ン
グ
を
披
露
し
て

い
た
だ
く
な
ど
楽
し
い
懇
談
も
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、午
後
８
時
過
ぎ
に
来
年
も

元
気
で
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
中
締
め

と
な
り
ま
し
た
。

余
韻
さ
め
や
ま
ぬ
名
残
り
惜
し
い
有

志
は
、そ
の
後
、ホ
ロ
酔
い
を
醒
ま
し
な
が

ら
徒
歩
で
京
成
小
岩
駅
北
口
の
居
酒
屋

「
は
す
か
っ
ぷ
」に
繰
り
出
し
ま
し
た
。こ

銀友
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こ
は
、田
嶋
君
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
。焼

き
鳥
を
つ
つ
き
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
飲
み

直
し
ま
し
た
。幸
い
他
に
お
客
さ
ん
が
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、存
分
に
カ
ラ
オ
ケ

で
自
慢
の
歌
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
。二

次
会
も
盛
り
上
が
り
い
つ
し
か
わ
れ
ら
が

青
春
時
代
に
流
行
し
た
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

の
メ
ド
レ
ー
に
な
り
学
園
時
代
が
蘇
っ
た

楽
し
い一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
回
の
同
窓

会
開
催
に
あ
た
り
代
表
幹
事
の
田
嶋
輝

男
君
を
は
じ
め
、物
心
両
面
で
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
阿
久
津
二
三
男
、大
梶
の
両

君
、そ
し
て
、こ
ま
ご
ま
と
お
世
話
を
い
た

だ
い
た
飯
田
典
幸
、井
口
勝
弘
、江
原
稔
、

小
早
川
正
幸
、渋
谷
成
太
、田
部
井
勇
、

戸
塚
雄
三
、中
村
宜
由
、錦（
楠
井
）孝

治
、渡
辺
清
吾
君
に
対
し
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
同
期
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

高
校
13
回
生 

（
１
９
６
１
年=

昭
和
36
年=

卒
業
）

　

同
期
会	

齋
藤 

毅

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
70
年
、高
校
卒

業
し
て
52
年
。こ
こ
に
古
希
と
い
う
形
で

11
月
11
日
に
同
期
会
を
催
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。い
に
し
え
の
中
国
に「
杜
甫

｣

と
い
う
詩
人
が
お
り
ま
し
た
が
、こ
の

杜
甫
が
の
こ
し
た
曲
江
と
い
う
詩
の
な
か

の
一
節
に「
人
生
七
十
古
来
稀
」な
り
と

あ
り
ま
す
。杜
甫
が
生
き
て
い
た
時
代

は
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
代
で
は
基
本
的
に
は
平
均
寿
命
が
80

歳
前
後
で
す
の
で
、ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い

う
年
齢
で
す
。数
々
の
修
羅
場
を
く
ぐ

り
抜
け
て
き
た
者
同
士
で
す
が
、同
期

会
の
話
の
中
身
は
良
い
こ
と
も
悪
か
っ
た

こ
と
も
混
在
し
た
青
春
時
代
の
話
し
が

主
体
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
校
舎
が
一つ
新
し
く
建
て
替
え
ら

れ
、来
年
も
新
校
舎
が
で
き
る
話
題
に
な

り
、さ
ら
に
今
で
は
お
そ
ら
く
本
郷
に
受

験
し
た
ら
ほ
と
ん
ど
が
不
合
格
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、そ
れ
だ
け
レ
ベ
ル
が
高
く

な
っ
た
こ
と
に
対
し
、改
め
て
母
校
に
対

す
る
思
い
が
増
し
て
き
た
と
い
う
会
話
も

あ
り
ま
し
た
。

話
は
尽
き
な
い
う
ち
に
時
間
と
な
り
、

来
年
は
母
校
本
郷
で
見
学
を
か
ね
て
開

催
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、そ
の
方

向
で
学
校
と
調
整
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。



私
自
身
の
本
郷
学
園
時
代
の
思
い
出

は
尽
き
ま
せ
ん
が
、教
育
目
標
の
第
一
に

あ
る「
強
健
」に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。こ
の「
強
健
」と
は
、体
力
な

く
し
て
精
神
力
も
学
力
も
身
に
つ
か
な

い
と
い
う
初
代
校
長
の
松
平
先
生
の
教

え
で
し
ょ
う
か
。中
学
高
校
時
代
、雨
の

日
は
当
然
と
し
て
雪
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
埋

ま
っ
て
い
た
日
も
屋
外
で
体
育
を
や
っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

大
学
に
入
っ
て
、雨
天
時
に
は
体
育
の

授
業
が
休
み
に
な
る
と
知
っ
て
新
鮮
な

驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。周
り
の
友
人
は

皆
、雨
天
時
に
屋
外
で
体
育
の
授
業
が

あ
っ
た
こ
と
は
な
い
と
語
っ
て
お
り
ま
し

た
。現
在
も
雨
天
決
行
の
本
郷
学
園
の

伝
統
が
続
い
て
い
る
の
か
は
存
じ
ま
せ
ん

が
、私
は
本
郷
学
園
で
体
力
を
鍛
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、先
輩
、後

輩
を
問
わ
ず
、広
く
本
郷
学
園
出
身
の
医

師
の
先
生
方
と
親
し
く
交
流
を
さ
せ
て

▼ 

「
本
郷
医
師
の
会
」

設
立
の
お
知
ら
せ

杉
下 

和
行　

高
校
48
回
生 

１
９
９
６
年（
平
成
8
年
）卒
業

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。同
窓
の
先
輩
医
師
で
あ
る
岡
本

明
久
先
生
＝
高
校
40
回
生（
１
９
８
８
年

＝
昭
和
63
年
＝
卒
業
）に
昨
年
出
会
い
、

本
郷
学
園
の
医
師
の
会
を
作
ろ
う
と
い

う
話
に
な
り
、こ
の
度
、同
窓
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
第
一
回
の
親
睦
会
を
企
画
い
た
し

ま
す
の
で
、同
窓
の
医
師
の
方
に
は
、是

非
と
も
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

氏
名
、本
郷
学
園
の
卒
業
年
、出
身

大
学
、専
門
科
目
、現
在
の
所
属
、電
話

番
号
、E-m

ail

ア
ド
レ
ス
、メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
記
載
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

E-m
ail

に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。折
り
返

し
こ
ち
ら
か
ら
ご
返
事
を
差
し
あ
げ
ま

す
。ご
本
人
が
こ
の「
お
知
ら
せ
」に
気
づ

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。本
郷
出
身
の

医
師
と
お
知
り
合
い
で
し
た
ら
、ご
一
報

い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

本
郷
医
師
の
会
会
長
：

　

岡
本
明
久（
名
古
屋
大
学
医
学
部
卒
）

幹
事
長
：

　

杉
下
和
行（
東
京
大
学
医
学
部
卒
）

本
郷
医
師
の
会
連
絡
先

　

FA
X

：03-5902-7789

　

王
子
こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
内　

   

杉
下
宛

　

E-m
ail

：kasum
icho86@

yahoo.co.jp

杉
下
宛
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最
も
多
い
時
期
に
は
百
名
以
上
の
選
ば

れ
し
応
援
委
員
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
こ
の
応
援
委
員
会
。昨
年
度
は
、前

述
し
た
活
動
内
容
に
加
え
、新
し
い
試
み

と
し
て
硬
式
野
球
部
の
夏
の
大
会
応
援
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
時
に
ご
来
場
い
た

だ
い
た
方
々
へ
向
け
て
の
演
技
披
露
、そ

し
て
本
校
創
立
九
〇
周
年
記
念
式
典
で

は
校
歌
斉
唱
の
指
揮（「
リ
ー
ダ
ー
」と

呼
ぶ
）も
務
め
る
な
ど
、積
極
的
な
活
躍

が
目
立
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
活
発
に
活
動
し
て
い
る
応

援
委
員
会
だ
が
、そ
の
中
で
も
特
に
目
を

引
く
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
い
。

応
援
と
い
え
ば
、や
は
り
学
生
歌
の
存

在
が
欠
か
せ
な
い
。現
在
、本
郷
の
学
生

歌
と
し
て
生
徒
手
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
は
校
歌
と
行
進
曲
し
か
な
い
。し

か
も
行
進
曲
に
つ
い
て
は
、教
員
で
す
ら

知
っ
て
い
る
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が

現
状
だ
。こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
寂
し
い

と
考
え
た
彼
ら
は
、他
に
も
本
郷
公
式
の

学
生
歌
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
様
々
な

▼ 

本
郷
に
も

応
援
歌
が
あ
っ
た
！

～
本
郷
学
園
応
援
委
員
会
の
取
り
組
み
～

例
年
6
月
に
行
わ
れ
て
い
る
体
育
祭
。

そ
の
競
技
の
中
に「
応
援
合
戦
」が
あ
る
。

昨
年
で
7
回
目
を
数
え
る
こ
の
応
援
合

戦
は
、赤
組
・
白
組
・
青
組
の
応
援
団
が
そ

れ
ぞ
れ
の
応
援
演
技
を
披
露
し
、各
組
の

選
手
と
本
郷
学
園
そ
の
も
の
に
対
し
て

エ
ー
ル
を
送
る
と
い
う
も
の
だ
。午
後
の

競
技
の
最
初
に
行
わ
れ
、選
手
た
ち
の
気

持
ち
は
更
に
引
き
締
ま
り
、体
育
祭
全
体

に
一
層
熱
が
入
る
。

こ
の
応
援
合
戦
を
主
催
し
、そ
れ
以
外

に
も
本
郷
祭
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、そ

し
て
受
験
が
迫
っ
た
高
3
生
対
象
の
壮

行
会
と
、本
郷
に
日
夜
エ
ー
ル
を
送
り
続

け
て
い
る
生
徒
た
ち
が
い
る
こ
と
を
皆
さ

ん
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。そ
の
名
は「
本

郷
学
園
応
援
委
員
会
」で
あ
る
。現
在
高

校
生
7
名
、中
学
生
9
名
の「
指
導
部

員
」と
呼
ば
れ
る
生
徒
た
ち
を
中
心
に
、

文
献
を
調
べ
た
結
果
、実
は
応
援
歌
が

存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
つ
き
と
め
た
の

だ
。監
修
に
は
松
平
賴
明
先
生
の
名
前
が

確
認
で
き
る
。ど
う
や
ら
昭
和
の
中
頃
、

今
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
も
前
に
作
成
さ

れ
た
歌
の
よ
う
で
あ
る
。（『
本
郷
学
園
60

年
史
』P.
３
５
１
よ
り
。次
の
ペ
ー
ジ
を

参
照
）

主
将
の
増
本
洋
行
君
は
こ
う
話
す
。

「
良
い
学
校
に
は
良
い
応
援
歌
が
あ
る

も
の
で
す
。僕
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、い
つ
か
本
郷
の
生
徒
全
員
で
肩
を

組
ん
で
、こ
の
応
援
歌
を
熱
唱
す
る
こ
と

で
す
。み
ん
な
が
本
郷
を
感
じ
、み
ん
な

が
本
郷
を
誇
り
に
思
い
な
が
ら
、み
ん
な

で
一
体
と
な
れ
る
瞬
間
を
作
り
上
げ
る
こ

と
。本
郷
は
そ
れ
が
で
き
る
素
敵
な
学
校

だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。」

 

本
郷
の
校
訓
で
あ
る「
強
健
」「
厳
正
」

「
勤
勉
」を
実
直
に
体
現
し
な
が
ら
、良

き
伝
統
に
基
づ
い
て
日
々
活
動
し
て
い

る
応
援
委
員
会
。今
年
度
も
6
月
の
体

育
祭
、7
月
の
硬
式
野
球
部
応
援
、9
月
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の
本
郷
祭
で
応
援
活
動
を
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。母
校
を
愛
し
、母
校
を

応
援
す
る
後
輩
た
ち
を
見
に
、皆
さ
ん
も

是
非
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

応
援
委
員
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→http://hongoouen.w
eb.fc2.com

/

※
学
園
サ
イ
ト
の「
本
郷
リ
ン
ク
」に
も
あ
り
ま
す

本郷高等学校　応援歌
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野球部を応援する委員会のメンバー



Ｏ
Ｂ
会

信
通
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写
真
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、巣
鴨
駅
近
く
の
居
酒
屋
で
行

わ
れ
た
二
次
会
に
は
40
名
近
く
の
Ｏ
Ｂ

が
参
加
し
、一
次
会
に
続
く
本
郷
ス
キ
ー

部
ら
し
い
勢
い
の
あ
る
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
部

創
立
40
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

加
藤 

哲
史　

高
校
57
回
生

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）卒
業

・

２
０
１
２
年
11
月
3
日
、巣
鴨
に
あ

る
三
菱
養
和
会
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
パ
ル

テ
ー
ル
」に
て
、本
郷
ス
キ
ー
部
創
立
40

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。Ｏ
Ｂ
は
勿
論
の
こ
と
、顧
問
の

佐
々
木
先
生
や
現
役
生
、毎
年
合
宿
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
旅
館
「
サ
ン
ロ
ー

ド
イ
ン
う
ば
し
ま
」の
御
夫
婦
、元
顧
問

の
沢
辺
先
生
・
三
好
先
生

に
も
ご
出
席
頂
き
、総
勢

約
１
０
０
名
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、40
周
年
を
祝
う
だ
け

で
は
な
く
各
Ｏ
Ｂ
間
や
Ｏ

Ｂ
・
現
役
間
の
交
流
を
深

め
る
目
的
も
あ
り
、交
流

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
テ
ー
ブ
ル

対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会
を
行

い
ま
し
た
。各
テ
ー
ブ
ル
の

メ
ン
バ
ー
は
、Ｏ
Ｂ
の
期
や

現
役
生
を
ラ
ン
ダ
ム
に
選

ん
で
お
り
、40
年
の
世
代

を
超
え
た
交
流
が
行
わ

れ
、関
係
者
間
の
絆
が
今

ま
で
以
上
に
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
中
に
行
わ
れ

た
活
動
報
告
で
は
、顧
問
の
佐
々
木
先

生
に
よ
る
現
役
生
の
練
習
風
景
の
ビ
デ

オ
紹
介
が
あ
り
、Ｏ
Ｂ
サ
イ
ド
か
ら
は

10
期
の
臼
倉
さ
ん
に
よ
る
昔
の
合
宿
の
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本
郷
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、５
年

お
き
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、今
回
の
40
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は

今
ま
で
と
違
う
特
色
と
し
て
、開
催
事

務
局
メ
ン
バ
ー
に
若
手
Ｏ
Ｂ
が
数
名
参

加
し
ま
し
た
。

私
自
身
、社
会
人
４
年
目
の
Ｏ
Ｂ
で

は
あ
り
ま
す
が
、普
段
滅
多
に
お
会
い

し
な
い
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
と
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
一
緒
に
準
備
を
し
た
こ
と

は
大
変
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

会
終
了
後
に
、沢
辺
先
生
や

古
参
Ｏ
Ｂ
の
方
に
握
手
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
が
、本
郷
ス
キ
ー

部
を
背
負
っ
て
き
た
方
々
の

力
強
い
大
き
な
手
に
改
め
て

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、45
周
年
記
念
や

50
周
年
記
念
と
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、歴
史
を
築
い
て
き

た
古
参
Ｏ
Ｂ
の
確
か
な

指
導
力
と
若
手

Ｏ
Ｂ
の
若
い
力
を

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
し
、

本
郷
ス
キ
ー
部
及

び
本
郷
ス
キ
ー
部

Ｏ
Ｂ
会
を
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

銀友
Ginyu
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2013年度事業計画（案）

自・2013年4月1日　至・2014年3月31日

会
誌
の
発
行

● 

「
銀
友
」42
号
＝
発
行
日
：
5
月
1
日
。

発
行
部
数
：
１
５
，０
０
０
部
。Ａ
５
版
。

母
校
の
後
援

● 

各
分
野
に
お
け
る
全
国
規
模
の
大
会
等

で
活
躍
し
た
生
徒
を
表
彰

● 

卒
業
生
全
員
に
記
念
品
贈
呈

● 

学
業
優
秀
な
卒
業
生
に「
同
窓
会
賞
」

贈
呈

会
員
名
簿
の
管
理

● 

住
所
変
更
な
ど
の
各
種
管
理

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

● 

内
容
の
充
実

そ
の
他
の
事
業

● 

学
園
と
の
懇
親
会
開
催

● 

入
学
・
卒
業
式
、体
育
祭
な
ど
学
校
行

事
へ
の
役
員
代
表
の
出
席
、参
観

会
議
の
開
催

● 

理
事
会
＝
日
時
：
4
月
20
日（
土
）15

時
、10
月
19
日（
土
）15
時
。会
場
：
母
校

会
議
室

● 

運
営
委
員
会
＝
日
時
：
4
月
20
日（
土
）

会
員
相
互
の
意
見
と
親
睦

● 

定
期
総
会
＝
日
時
：
6
月
15
日（
土
）

15
時
。会
場
：
母
校
会
議
室

● 
総
会
後
の
会
員
懇
親
会
＝
日
時
：
6
月

15
日（
土
）17
時
。会
場
：
三
菱
養
和
会

｢

巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

内
。会
費
：

２
，０
０
０
円

● 

成
人
の
集
い
＝
卒
業
2
年
後
に
成
人
と

な
る
お
祝
の
同
期
会
。第
6
回〈
高
校
63

回
生（
２
０
１
1
年
＝
平
成
23
年
＝
3
月

卒
業
）〉＝
日
時
：
5
月
18
日（
土
）14
時

半
。会
場
：
三
菱
養
和
会「
巣
鴨
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
」内
。会
費
：
１
，０
０
０
円

● 

理
事
懇
親
会
＝
日
時
：
4
月
20
日

（
土
）17
時
。10
月
19
日（
土
）17
時
。会

場
：
三
菱
養
和
会｢

巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー｣

内
。会
費
：
２
，０
０
０
円

● 

本
郷
祭（
学
園
文
化
祭
）同
窓
会
展
示

室（
ブ
ー
ス
）開
設
＝
開
設
日
： 

9
月

21
日（
土
）、22
日（
日
）

● 

本
郷
祭
同
窓
会
懇
親
会（
サ
ロ
ン
）＝
日

時
：
9
月
22
日（
日
）15
時
～
17
時
。会

場
：
三
菱
養
和
会｢

巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー｣

内
。会
費
：
２
，０
０
０
円

● 

還
暦
の
集
い
な
ど
同
期
会
開
催
の
支
援

13
時
、5
月
18
日（
土
）12
時
、6
月
15

日（
土
）13
時
、7
月
20
日（
土
）14
時
、

9
月
21
日（
土
）14
時
、10
月
19
日（
土
）

13
時
、11
月
16
日（
土
）14
時
、12
月
21
日

（
土
）14
時
、1
月
18
日（
土
）14
時
、2

月
15
日（
土
）14
時
、3
月
15
日（
土
）14

時
。会
場
：
母
校
教
室

● 

第
7
回「
成
人
の
集
い
」〈
高
校
64
回
生

（
２
０
１
２
年
＝
平
成
24
年
＝
3
月
卒

業
）〉実
行
委
員
会
＝
日
時
：
2
月
15
日

（
土
）13
時
。会
場
：
母
校
教
室

● 

第
9
回｢

成
人
の
集
い｣

〈
高
校
66
回
生

（
２
０
１
４
年
＝
平
成
26
年
＝
3
月
卒

業
）〉実
行
委
員
会
結
成
＝
日
時
：
3
月

15
日（
土
）13
時
。会
場
：
母
校
教
室
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2013年度収支予算案
2013年4月1日〜2014年3月31日 

科　　目 収　　入 科　　目 　支　　出
前年度繰越金 2,738,343 総　会　費 0
新卒者同窓会入会金 3,000,000 会誌発行費（15,000 部） 2,800,000
同窓会年会費 2,400,000 　銀友製作費
成人の集い  560,000 　宛名印刷費
　会　費         130,000 　ラッピング費
　学園側負担金    430,000 　発送費
本郷祭同窓会懇親会費　　 100,000 　編集諸経費
雑収入             100 行事部門 2,140,000

　成人の集い（第 6 回） 500,000
　成人の集い（第 7 回） 100,000
　本郷祭同窓会懇親会費　　    250,000
　本郷祭同窓会出展費       100,000
　同期会開催支援費  （活性化） 150,000
　活躍した生徒への激励費 500,000
　卒業生記念品費     150,000
　同窓会賞費         40,000
　学園懇親会費      300,000
　父母の会交歓会費   50,000
会員名簿保守管理費 250,000
ホームページ年間契約料 70,000
運営委員会交通費補助 170,000
事務費 200,000
　備品費
　消耗品費
　資料作成費
　雑　費
予備費 200,000

　 　支出合計 5,830,000
　 　次年度繰越金 2,968,443

合　　計 8,798,443 合　　計 8,798,443

─ 同窓会からのお願い ─

年会費納入にご協力ください　　一口：２，０００円以上
同窓会の運営はすべて皆様の会費で行っております。

振込取扱票を同封しております。
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2012年度事業報告

自・2012年4月1日　至・2013年3月31日

● 

本
郷
祭
同
窓
会
懇
親
会（
サ
ロ
ン
）開
催

＝
日
時
：
9
月
16
日(

日
）15
時
～
17
時
。

会
場
：｢

巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

内
。

参
加
者
数
：
53
人
。会
費
＝
２
，０
０
０

円
会
誌
の
発
行

● 

「
銀
友
」41
号
＝
発
行
日
：
5
月
1
日
。

発
行
部
数
：
１
５
，０
０
０
部
。Ａ
５
版
。

母
校
の
後
援

● 

各
分
野
に
お
け
る
全
国
規
模
の
大
会
等

で
活
躍
し
た
生
徒
78
人（
10
件
）を
表
彰

● 

卒
業
生
全
員
２
９
８
人
に
記
念
品
と
し

て
印
鑑
を
共
同
で
贈
呈

● 

学
業
優
秀
な
卒
業
生
８
人
に「
同
窓
会

賞
」を
贈
り
表
彰

会
員
名
簿
の
管
理

● 

住
所
変
更
な
ど
各
種
管
理
＝
業
者
に

委
託

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

● 

逐
次
内
容
の
充
実

会
員
親
睦
会
等
の
開
催

● 

定
期
総
会
＝
日
時
：
6
月
16
日（
土
）

15
時
。会
場
：
母
校
会
議
室

● 
定
期
総
会
後
の
懇
親
会
開
催
＝
日
時
：

6
月
16
日（
土
）17
時
。会
場
：｢

巣
鴨
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

内
。会
費
３
，０
０
０
円

● 

第
5
回「
成
人
の
集
い
」〈
高
校
62
回
生

（
２
０
１
０
年
＝
平
成
22
年
＝
3
月
卒

業
）〉＝
日
時
：
5
月
19
日（
土
）14
時

半
。会
場
：「
巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

内
。
参
加
者
数
：
１
３
４
人（
62
回
生

１
１
０
人
、理
事
長
・
校
長
・
担
任
教
諭
な

ど
学
園
関
係
者
14
人
、同
窓
会
関
係
者

10
人
）。会
費
＝
１
，０
０
０
円

● 

理
事
会
後
の
理
事
懇
親
会
開
催
＝
日

時
：
4
月
21
日（
土
）17
時
。会
場
：｢

巣

鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

内
。会
費
＝
３
，

０
０
０
円
。

● 

理
事
新
年
会
開
催
＝
日
時
：
1
月
19
日

（
土
）17
時
。会
場
：｢

巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー｣

内
。会
費
＝
２
，０
０
０
円
。

● 

本
郷
祭（
学
園
文
化
祭
）同
窓
会
展
示
室

（
ブ
ー
ス
）開
設
＝
開
設
日
：
9
月
15
日

（
土
）、16
日（
日
）。会
場
：
4
号
館
2

階
選
択
Ｄ
教
室

そ
の
他
の
事
業

● 

学
園
と
の
懇
親
会
開
催
＝
同
窓
会
よ
り

14
人
参
加
。日
時
＝
12
月
12
日（
水
）18

時
よ
り
。会
場
：｢

巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー｣

内
。学
園
側
か
ら
は
理
事
長
、常

務
理
事
、校
長
、副
校
長
、高
・
中
教
頭
、

母
校
Ｏ
Ｂ
教
諭（
同
窓
会
担
当
）、事
務

職
員
が
参
加
。

● 

入
学・卒
業
式
、体
育
祭
な
ど
学
校
行
事

へ
の
役
員
代
表
の
出
席
、参
観

会
議
の
開
催

● 

理
事
会
＝
日
時
：
4
月
21
日（
土
）15

時
。会
場
：
母
校
会
議
室

● 

運
営
委
員
会
＝
日
時
：
4
月
21
日

（
土
）13
時
、6
月
16
日（
土
）12
時
半
、

7
月
21
日（
土
）14
時
、9
月
1
日（
土
）

14
時
、10
月
20
日（
土
）14
時
、11
月
17
日

（
土
）14
時
、12
月
15
日（
土
）14
時
、1

月
19
日（
土
）13
時
、2
月
16
日（
土
）14

時
、3
月
16
日（
土
）14
時
。会
場
：
母
校

教
室
お
よ
び
会
議
室
。

● 

第
6
回「
成
人
の
集
い
」〈
高
校
63
回
生

（
２
０
１
１
年
＝
平
成
23
年
＝
3
月
卒

業
）〉実
行
委
員
会
＝
日
時
：
2
月
16
日
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科　　目 収　　入 科　　目 　支　　出
前年度繰越金 2,625,830 総　会　費 0
新卒者同窓会入会金 2,980,000 会誌発行費（15,000 部） 2,764,144
同窓会年会費 2,354,000 　銀友製作費 1,485,330
成人の集い  134,000 　宛名印刷費 124,315
　会　費         134,000 　ラッピング費 250,267
　学園側負担金    0 　発送費 793,682
本郷祭同窓会懇親会費　　 106,000 　編集諸経費 110,550
雑収入             116 行事部門 1,993,447

　成人の集い（第 5 回） 576,272
　成人の集い（第 6 回） 7,000
　本郷祭同窓会懇親会費　　    204,190
　本郷祭同窓会出展費       88,305
　同期会開催支援費  （活性化） 6,000
　活躍した生徒への激励費 780,000
　卒業生記念品費     149,000
　同窓会賞費         32,000
　学園懇親会費      150,680
　父母の会交歓会費   0
会員名簿保守管理費 231,214
ホームページ年間契約料 66,760
運営委員会交通費補助 164,000
事務費 128,038
　備品費 2,580
　消耗品費 88,258
　資料作成費 29,240
　雑　費 7,960
予備費 114,000

　 　支出合計 5,461,603
　 　次年度繰越金 2,738,343

合　　計 8,199,946 合　　計 8,199,946

銀友
Ginyu

（
土
）
13
時
。
会

場
：
母
校
教
室

● 

第
8
回「
成
人
の

集
い
」〈
高
校
65
回

生（
２
０
１
３
年
＝

平
成
25
年
＝
3
月

卒
業
）〉実
行
委
員

会
結
成
＝
日
時
：

3
月
15
日（
金
）13

時
。
会
場
：
母
校

教
室

銀行・他 預貯金残高 定期預金 次期繰越金
三菱東京 UFJ 銀行 2,492,836 0
郵貯銀行 84,579 0
現　金 160,928

合　　計 2,738,343 0 2,738,343
監事　篠 喜三郎 ・ 木塚 順夫

2012年度収支決算報告書
2012年4月1日〜2013年3月31日

預貯金・現金明細



Ginyu vol.42 May 2013　32

2012年度表彰記録

	 1 . 	「第63回関東中学校ラグビーフットボール大
会」に東京都大会で優勝し出場<飯田翔
悟、中野幸英、石田貴一、辻準之助、高橋
浩洋、櫻井亮輔、鶴岡太朗、鈴木貴裕、北
川浩史、中嶋和志、上村海人、大曲瑞希、
一瀬春夫、桂彰寿、間宮健登、中野誉志
貴、小栁拓也、グイヤー健斗、伊藤輝、水
島 康 太 、木 下 隆
介 、君 島 健 介 、鳥
飼昌寛、小岩井陽
介、斉藤陸君>（25
人：6月8日表彰）

	 2 . 	「第8回文部科学大臣杯小中学校将棋団
体戦東日本大会」
に 出 場 <（ 中 学 ）
村田祐樹、江崎大
也、田崎星嗣君>

	 3 . 	「全国物理コンテスト 物理チャレンジ2012第2
チャレンジ」において2人が優良賞、1人が奨
励賞受賞<（高校）
高荒大明、渡邊正
理、桐野将君>（以
上2件6人、7月20日
表彰）

	 4 . 	第52回全国中学校水泳競技大会の「50m
自由形」、「200m個人メドレー」に出場し、

「 5 0 m自由 形 」で
は決勝に進み25秒
01の記録で6位入
賞<中山瑞稀君>

（9月1日表彰）

	 5 . 	「2012年フェデックス/ジュニア・アチーブメン
ト インターナショナ
ル・トレード・チャレ
ンジ」に出場<（高
校）山田裕己、中山
海誠君>

	 6 . 	「化学グランプリ2012」
に出 場し銅 賞 受 賞 
<（ 高 校 ）田 中 道 大
君>（以上2件3人：9
月15日表彰）

	 7 . 	「第32回東日本中学校ラグビーフットボール大
会」に出場<辻準之助、中野幸英、石田貴
一、高橋浩洋、間宮健登、櫻井亮輔、鶴岡太
朗、鈴木貴裕、北川浩史、中嶋和志、上村海
人、大曲瑞希、飯田翔悟、桂彰寿、伊藤輝、
一瀬春夫、小栁拓也、中野誉志貴、グイヤー
健斗、水島康太、木
下隆介、栗山寛裕、
斉藤陸、鈴木健介、
鳥飼昌寛君>（25
人：11月2日表彰）

	 8 . 	「朝日新聞社主催第十回高校生科学技術
チャレンジに「音による紙コップの移動　第
二 報 」で応 募し佳
作に< 桐 野 将 、鈴
木隆也、野村直生
君>（3人：1月19日
表彰）

	 9 . 	「 第 1 5 回 全日本 中 学 校 W e bコンテスト
ThinkQuestJAPAN」ファイナリスト最終
選考に進み金賞受
賞 < 坂 上 湧 理 、湯
浅有弘、石井景渡、
穴澤徳明、安達匠、
松島大翔君>

	10 . 	「2013年度日本物理学会第9回Jr.セッショ
ンで発表した「音による紙コップの移動 第3
報」が優秀賞<（高校）桐野将、野村直生君

（中学） 三上紘史、小正拓実君>、「2つ穴
空気砲の合成渦輪の周期について」が奨励
賞受賞<（高校）鈴木隆也、梶原理希、渡邊
伊吹君（中学） 鷹
取夏輝、粟村圭一
郎君>。（以上2件
15人：3月19日表彰）

各分野における全国規模の大会等で活躍した生徒78人（10件）を表彰
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司
会
の
野
田
悠
二
理
事（
高
校
24
回
生
＝
昭
和
47
年
卒
業
）

が
開
会
を
告
げ
、あ
わ
せ
て
役
員
の
任
期
三
年
に
と
も
な
う
改

選
年
度
に
あ
た
り
、4
月
21
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

で
南
谷
修
同
窓
会
会
長（
高
校
8
回
生
＝
昭
和
31
年
卒
業
）

が
再
選
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

次
い
で
同
窓
会
の
物
故
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
。

　

北
原
福
二
校
長
、南
谷
同
窓
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
議
事
に
入
る
。

　

会
則
に
よ
り
議
長
を
南
谷
会
長
が
務
め
、議
長
の
指
名
に
よ

り
小
室
能
広
副
会
長（
高
校
8
回
生
＝
昭
和
31
年
卒
業
）、山

際
幸
雄
理
事（
高
校
18
回
生
＝
昭
和
41
年
卒
業
）が
書
記
を

務
め
る
。

第
1
号
議
案　

理
事
・
役
員
人
事
の
件

　

議
長
か
ら
、別
紙
総
会
資
料
1
頁「
本
郷
学
園
同
窓
会
役
員

（
案
）」（「
銀
友
」41
号
42
頁
掲
載
）が
提
案
さ
れ
、秋
元
幹
夫

副
会
長（
高
校
7
回
生
＝
昭
和
30
年
卒
業
）が「（
案
）」に
つ
い

て
説
明
し
、全
会
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。さ
ら
に
監
事
に
篠

喜
三
郎（
高
校
6
回
生
＝
昭
和
29
年
卒
業
）、木
塚
順
夫（
高

校
8
回
生
＝
昭
和
31
年
卒
業
）氏
が
推
薦
さ
れ
、全
会
一
致
で

両
氏
を
選
出
し
た
。

第
2
号
議
案　

２
０
１
１
年
度
事
業
報
告
の
件

　

議
長
か
ら
、別
紙
総
会
資
料
2
頁「
２
０
１
１
年
度
事
業
報
告
」

（「
銀
友
」41
号
36
頁
掲
載
）が
提
案
さ
れ
、秋
元
副
会
長
が
各

事
業
の
概
要
を
報
告
し
、さ
ら
に
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
、担
当
役

員
に
よ
る
報
告
が
あ
り
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

第
3
号
議
案　

２
０
１
１
年
度
収
支
決
算
の
件

　

議
長
か
ら
、別
紙
総
会
資
料
4
頁
の「
２
０
１
１
年
度
収
支

決
算
報
告
書
」（「
銀
友
」41
号
37
頁
掲
載
）が
提
案
さ
れ
、斉

藤
毅
副
会
長（
高
校
13
回
生
＝
昭
和
36
年
卒
業
）が
、「
科
目｣

の｢

叙
勲
祝
賀
会
会
費｣

を｢

雑
収
入｣

に
変
更
し
た
う
え
で
報

告
し
、全
会
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　

な
お
、議
長
の
指
名
に
よ
り
篠
喜
三
郎
監
事
が
4
月
13
日

（
金
）に
行
っ
た
２
０
１
１
年
度
会
計
監
査
に
つ
い
て「
会
計
処

理
は
公
正
か
つ
妥
当
な
も
の
で
あ
る
」と
報
告
し
、こ
れ
を
了

承
し
た
。

第
４
号
議
案　

２
０
１
２
年
度
事
業
計
画（
案
）の
件

　

議
長
か
ら
、別
紙
総
会
資
料
5
頁
の「
２
０
１
２
年
度
事
業

計
画（
案
）」（「
銀
友
」41
号
34
頁
掲
載
）が
提
案
さ
れ
、秋
元

副
会
長
が
説
明
し
た
。

第
５
号
議
案　

２
０
１
２
年
度
収
支
予
算（
案
）の
件

　

議
長
か
ら
、別
紙
総
会
資
料
6
頁
の「
２
０
１
２
年
度
収
支

予
算
案
」（「
銀
友
」41
号
35
頁
掲
載
）が
提
案
さ
れ
、斉
藤
副

会
長
が
説
明
し
た
。第
4
号
、第
5
号
議
案
と
も
全
会
一
致
で

承
認
し
た
。

第
６
号
議
案　

報
告
事
項

　

議
長
よ
り
、学
園
90
周
年
事
業
と
し
て
42
号
館（
旧
デ
ザ
イ

ン
科
棟
）を
解
体
し
て
5
階
建
て（
地
下
に
１
０
０
０
人
規
模

の
講
堂
）の
新
2
号
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、出
席
者
か
ら
の
発
言
が
懇
談
的
に
あ
り
、玉
川
昭

副
会
長（
中
学
19
回
生
＝
昭
和
20
年
卒
業
）が
閉
会
の
辞
を
述

べ
、議
事
を
終
了
し
た
。

2012年度定期総会報告
山際 幸雄 　高校18回生（1965年＝昭和41年＝卒業）

日　

時
：
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）6
月
16
日（
土
）午
後
3
時　

会　

場
：
本
郷
学
園
本
館
2
階
会
議
室  

出
席
者
：
50
名
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徒
た
ち
が
準
備
し
た
各
ブ
ー
ス
や
模
擬
店

な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。で
も
、何
か
昔

と
違
う
会
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
、何
が
違

う
の
か
を
さ
ぐ
る
思
い
で
校
内
を
一
巡
し
て

み
ま
し
た
。

わ
か
っ
た
の
で
す
。焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば・

お
好
み
焼
き
…
昔
の
ま
ま
…
。
近
く
の

女
子
高
の
生
徒
達
が
少
な
い
、硬
派
の
学

校
に
な
っ
た
の
か
、も
て
な
い
学
校
に
な
り

さ
が
っ
た
の
か
…
。一
番
変
わ
っ
た
の
は
父
兄

（
お
母
さ
ん
）の
多
い
こ
と
。可
愛
い
息
子

の
た
め
な
の
か
…
。

二
日
目
に
な
る
と
私
も
落
ち
着
き
、来

て
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
や
父
兄
の
方
々
へ
の
震

災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
説
明
も
詰
ま
る
こ
と
な

く
で
き
、ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、恒
例
に

な
っ
て
い
る
本
郷
祭
同
窓
会
懇
親
会
で
す
。

三
菱
養
和
会
・
巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
レ

ス
ト
ラ
ン
パ
ル
テ
ー
ル
）に
、上
は
八
十
歳
代

か
ら
下
は
二
十
歳
代
の
若
者
ま
で
が
一
堂

に
会
し
、和
気
藹
藹
と
世
代
を
超
え
て
み

な
楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
秋
に
は
、本
郷
祭
で
の
同

窓
会
展
示
、懇
親
会
が
計
画
さ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。部
活
で
活
躍
し
た
人

も
、あ
ま
り
活
躍
し
な
か
っ
た
人
も
、全
然

…
…
…
人
も
。是
非
。

本
郷
祭
報
告

２
０
１
２
年
度赤

井 

健
郎　

高
校
22
回
生

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）卒
業

２
０
１
２
年
度
の
本
郷
祭
は「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｂ
Ｙ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」を
テ
ー
マ
に
、9
月
15
日
、

16
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。数
年
ぶ
り
の
猛
暑
の
夏
も
過
ぎ
去
ろ

う
と
し
て
い
る
初
秋
の
天
気
の
良
い
二
日
間

で
し
た
。

｢

震
災
3
・
11｣

と
い
う
重
い
テ
ー
マ
を
掲

げ
た
同
窓
会
の
展
示
室
で
は
、た
く
さ
ん

の
人
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
新
聞
の
切
り
抜
き
、そ
し

て
写
真
雑
誌
な
ど
を
熱
心
に
見
て
い
た
だ

き
、最
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ま
で
協
力
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん
な
な
か
飛
び
入
り

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
在
校
生
応
援
団
に
よ

る
演
舞
と
応
援
歌
の
披
露
が
あ
り
、会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
卒
業
以
来
40
数
年
ぶ
り
に
、同
窓

会
展
示
の
会
場
役
員
と
し
て
二
日
間
通

い
、昔
の
本
郷
祭
を
思
い
出
し
な
が
ら
生
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「震災 ３．１１」アンケート集計
平成23年（2011年）に発生した「東日本大震災」から1年6ケ月経った、平成24年（2012年）9月15日・16
日に開催された本郷祭（学園文化祭）で、震災の風化を防ぎ、記憶を絶対に忘れないようにと「震災 
3.11」のタイトルで同窓会展示を行いました。皆様にご協力いただいたアンケートを集計しました。

男性
84名

女性
95名

無記入
51名

無記入：45名

震災時に外出していた人

自宅に帰れなかった人

家族と連絡が取れなかった人

知人、友人、身内で被災した人がいる

家族との連絡方法を決めていた

家族との待ち合わせ場所を決めていた

防災グッズを備えていたか

食料・備蓄品を備えていたか

家庭で防災対策を実施していたか

最寄りの避難場所を知っていたか

■アンケート総数：230名

■当日の状況について

10代：57名

震災前 震災後

20代：6名

30代：11名

40代：63名

72%

50代：31名

60代以上：17名

36%
84%

23%

37%

52%

■震災前と震災後の備えについて

■ご意見

41%
73%

42%
73%

28%
73%

50%
72%

29%
86%

〈30代 女性〉
母の実家は陸前高田でしたので、すっかり跡形もなく、町が消失しました
。叔父、叔母が津波で亡くなりましたが、いとこ夫婦をはじめ、その子ども
たちは無事でした。今では、新たに居を構え、再スタートをきっています。
全国の皆様からの気遣いに感謝しておりました。

〈30代 女性〉
震災後、近所のスーパーの食料がなくなり、買い物に大変困りました、
常日頃からの備蓄が大切だと思いました。 

〈50代 男性〉
いつ起こるかわからない大震災。万が一の為にも、家族との待ち
合わせ場所、連絡方法等、必ず打ち合わせておく。自分の命を守
るのは、自己責任である。

〈70代 男性〉
突然身に迫る地震対策は、日々家族と連絡を取っておくべきだ
と痛感しました。運送業の息子と連絡が取れたのは３時間後で
あり、もっと違う連絡網を考えたい。
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名
誉
会
長

　

松
平　

賴
武	

（
学
園
理
事
長
）

会　

長

　

南
谷　
　

修	

高
校
8
回 

１
９
５
６（
昭
和
31
）年
卒

副
会
長

　

玉
川　
　

昭	
中
学
19
回 

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
卒

　

秋
元　

幹
夫	

高
校
7
回 

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
卒

　

小
室　

能
広	

高
校
8
回 
１
９
５
６（
昭
和
31
）年
卒

　

井
上
栄
三
郎	

高
校
10
回 
１
９
５
８（
昭
和
33
）年
卒

　

市
倉　

洋
一	

高
校
12
回 
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
卒

　

斉
藤　
　

毅	

高
校
13
回 

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
卒

監　

事

　

篠　

喜
三
郎	

高
校
6
回 

１
９
５
４（
昭
和
29
）年
卒

　

木
塚　

順
夫	

高
校
8
回 

１
９
５
６（
昭
和
31
）年
卒

顧　

問

　

北
原　

福
二	

（
学
校
長
）

　

中
村　
　

允	

中
学
13
回 

１
９
４
０（
昭
和
15
）年
卒

　

山
内　

英
夫	

高
校
3
回 

１
９
５
１（
昭
和
26
）年
卒

相
談
役

　

宮
本　

幸
雄	

中
学
15
回 

１
９
４
２（
昭
和
17
）年
卒

　

植
松　

隆
吉	

高
校
3
回 

１
９
５
１（
昭
和
26
）年
卒

運
営
委
員

　

新
澤　

米
次	

高
校
8
回 

１
９
５
６（
昭
和
31
）年
卒

　

山
際　

幸
雄	

高
校
18
回 

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
卒

　

梶　
　

徳
治	

高
校
20
回 

１
９
６
８（
昭
和
43
）年
卒

　

赤
井　

健
郎	

高
校
22
回 

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
卒

　

野
田　

悠
二	

高
校
24
回 

１
９
７
２（
昭
和
47
）年
卒

　

立
入　

健
司	

高
校
26
回 

１
９
７
４（
昭
和
49
）年
卒

　

野
口　

貴
洋	

高
校
35
回 

１
９
８
３（
昭
和
58
）年
卒

本
郷
学
園
同
窓
会
役
員（
案
）  　
　
　
　
　
（
名
誉
会
長
、顧
問
、相
談
役
を
含
む
＝
任
期
は
２
０
１
５
年
度
総
会
ま
で
）

理　

事

　

高
野　

正
美	

中
学
17
回 

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
卒

　

岡
田　

光
正	

中
学
18
回 

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
卒

　

前
田　

和
男	

中
学
18
回 

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
卒

　

野
木　

惣
市	

中
学
19
回 

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
卒

　

田
島　

利
男	

中
学
20
回 

１
９
４
７（
昭
和
22
）年
卒

　

望
月　

敏
郎	

高
校
3
回 

１
９
５
１（
昭
和
26
）年
卒

　

地
曳　

秀
雄	

高
校
3
回 

１
９
５
１（
昭
和
26
）年
卒

　

岡
本　

信
也	

高
校
10
回 

１
９
５
８（
昭
和
33
）年
卒

　

上
本　

清
治	

高
校
10
回 

１
９
５
８（
昭
和
33
）年
卒

　

久
保　

國
男	

高
校
12
回 

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
卒

　

熊
木　

宏
治	

高
校
12
回 

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
卒

　

山
本　

達
雄	

高
校
12
回 

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
卒

◦
竹
村　

義
教	

高
校
12
回 

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
卒

　

阿
出
川 

信
夫	

高
校
13
回 

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
卒

　

池
田　

雅
彦	

高
校
14
回 

１
９
６
２（
昭
和
37
）年
卒

　

高
田　

隆
義	

高
校
15
回 

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
卒

　

杉
山　

勝
正	

高
校
15
回 

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
卒

　

小
倉　

義
雄	

高
校
18
回 

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
卒

　

関
塚　

正
治	

高
校
20
回 

１
９
６
８（
昭
和
43
）年
卒

　

野
水　

国
一	

高
校
20
回 

１
９
６
８（
昭
和
43
）年
卒

　

富
岡　

俊
明	

高
校
21
回 

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
卒

　

中
田　

守
善	

高
校
21
回 

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
卒

　

加
納　

耕
助	
高
校
22
回 

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
卒

　

染
谷　

幸
雄	
高
校
22
回 

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
卒

　

池
野　

直
樹	
高
校
23
回 

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
卒

　

田
中　

良
一	

高
校
24
回 

１
９
７
２（
昭
和
47
）年
卒

　

千
野　

邦
雄	

高
校
25
回 
１
９
７
３（
昭
和
48
）年
卒

　

平
野　

隆
之	

高
校
26
回 
１
９
７
４（
昭
和
49
）年
卒

　

立
石　

嘉
男	

高
校
28
回 
１
９
７
６（
昭
和
51
）年
卒

　

遠
藤　

千
秋	

高
校
33
回 

１
９
８
１（
昭
和
56
）年
卒

　

山
本　

一
博	

高
校
34
回 

１
９
８
２（
昭
和
57
）年
卒

　

佐
藤　

和
明	

高
校
39
回 

１
９
８
７（
昭
和
62
）年
卒

　

移
川　

真
男	

高
校
42
回 

１
９
９
０（
平
成
2
）年
卒

　

下
村　

大
樹	

高
校
45
回 

１
９
９
３（
平
成
5
）年
卒

　

野
村　

竜
太	

高
校
46
回 

１
９
９
４（
平
成
6
）年
卒

　

庄
野　

直
哉	

高
校
47
回 

１
９
９
５（
平
成
7
）年
卒

　

荻
山　

温
夫	

高
校
56
回 

２
０
０
４（
平
成
16
）年
卒

　

池
田　

貴
生	

高
校
57
回 

２
０
０
５（
平
成
17
）年
卒

　

金
尾 

晋
一
郎	

高
校
58
回 

２
０
０
６（
平
成
18
）年
卒

　

黒
部　

直
樹	

高
校
58
回 

２
０
０
６（
平
成
18
）年
卒

　

御
子
柴 

怜
志	

高
校
58
回 

２
０
０
６（
平
成
18
）年
卒

　

岡
本 

健
太
郎	

高
校
59
回 

２
０
０
７（
平
成
19
）年
卒

　

高
宮　

成
将	

高
校
59
回 

２
０
０
７（
平
成
19
）年
卒

　

田
中　

大
貴	

高
校
59
回 

２
０
０
７（
平
成
19
）年
卒

　

石
田　
　

武　

高
校
60
回 

２
０
０
８（
平
成
20
）年
卒

　

塩
野　

智
也　

高
校
60
回 

２
０
０
８（
平
成
20
）年
卒

　

西
村　

友
吾　

高
校
60
回 

２
０
０
８（
平
成
20
）年
卒

　

宮
島　

大
貴　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

佐
藤　

明
彦　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

柳
田　
　

将　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

松
井　

洋
輔　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

吾
郷　

友
紀	

高
校
62
回 

２
０
１
０（
平
成
22
）年
卒

　

山
田　
　

駿	

高
校
62
回 

２
０
１
０（
平
成
22
）年
卒

　

若
林　
　

司	

高
校
62
回 

２
０
１
０（
平
成
22
）年
卒

◦
植
草　

太
郎	

高
校
63
回 

２
０
１
１（
平
成
23
）年
卒

◦
佐
藤　

祐
介	

高
校
63
回 

２
０
１
１（
平
成
23
）年
卒

◦
関
田　

宗
範	

高
校
63
回 

２
０
１
１（
平
成
23
）年
卒

　

宇
賀　

直
道	

高
校
64
回 

２
０
１
２（
平
成
24
）年
卒

　

手
島　

秀
則	

高
校
64
回 

２
０
１
２（
平
成
24
）年
卒

　

中
村　

建
介	

高
校
64
回 

２
０
１
２（
平
成
24
）年
卒

◦
北
野　

史
浩	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
熊
谷　

太
輝	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
白
石 

慎
太
郎	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
田
口　

雄
飛	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
畑
本　

麻
斗	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
印
は
２
０
１
３
年
度
総
会
で
承
認
が
必
要
な
理
事
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下
村　

大
樹	

高
校
45
回 

１
９
９
３（
平
成
5
）年
卒

　

野
村　

竜
太	

高
校
46
回 

１
９
９
４（
平
成
6
）年
卒

　

庄
野　

直
哉	

高
校
47
回 

１
９
９
５（
平
成
7
）年
卒

　

荻
山　

温
夫	

高
校
56
回 

２
０
０
４（
平
成
16
）年
卒

　

池
田　

貴
生	

高
校
57
回 

２
０
０
５（
平
成
17
）年
卒

　

金
尾 

晋
一
郎	

高
校
58
回 

２
０
０
６（
平
成
18
）年
卒

　

黒
部　

直
樹	

高
校
58
回 

２
０
０
６（
平
成
18
）年
卒

　

御
子
柴 

怜
志	

高
校
58
回 

２
０
０
６（
平
成
18
）年
卒

　

岡
本 

健
太
郎	

高
校
59
回 

２
０
０
７（
平
成
19
）年
卒

　

高
宮　

成
将	

高
校
59
回 

２
０
０
７（
平
成
19
）年
卒

　

田
中　

大
貴	

高
校
59
回 

２
０
０
７（
平
成
19
）年
卒

　

石
田　
　

武　

高
校
60
回 

２
０
０
８（
平
成
20
）年
卒

　

塩
野　

智
也　

高
校
60
回 

２
０
０
８（
平
成
20
）年
卒

　

西
村　

友
吾　

高
校
60
回 

２
０
０
８（
平
成
20
）年
卒

　

宮
島　

大
貴　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

佐
藤　

明
彦　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

柳
田　
　

将　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

松
井　

洋
輔　

高
校
61
回 

２
０
０
９（
平
成
21
）年
卒

　

吾
郷　

友
紀	

高
校
62
回 

２
０
１
０（
平
成
22
）年
卒

　

山
田　
　

駿	

高
校
62
回 

２
０
１
０（
平
成
22
）年
卒

　

若
林　
　

司	

高
校
62
回 

２
０
１
０（
平
成
22
）年
卒

◦
植
草　

太
郎	

高
校
63
回 

２
０
１
１（
平
成
23
）年
卒

◦
佐
藤　

祐
介	

高
校
63
回 

２
０
１
１（
平
成
23
）年
卒

◦
関
田　

宗
範	

高
校
63
回 

２
０
１
１（
平
成
23
）年
卒

　

宇
賀　

直
道	

高
校
64
回 

２
０
１
２（
平
成
24
）年
卒

　

手
島　

秀
則	

高
校
64
回 

２
０
１
２（
平
成
24
）年
卒

　

中
村　

建
介	

高
校
64
回 

２
０
１
２（
平
成
24
）年
卒

◦
北
野　

史
浩	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
熊
谷　

太
輝	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
白
石 

慎
太
郎	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
田
口　

雄
飛	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

◦
畑
本　

麻
斗	

高
校
65
回 

２
０
１
３（
平
成
25
）年
卒

本郷高校2013年大学入試合格実績
大学名 現役 全体 大学名 現役 全体 大学名 現役 全体

国公立大学・大学校】 私　立 私　立
東京 6 7 早稲田 65 89 昭和 2 8
京都 1 1 慶應義塾 40 51 聖マリアンナ医科 1 2
一橋 5 7 上智 40 53 創価 1 1
東京工業 8 9 東京理科 68 89 千葉工業 1 2
北海道 1 3 明治 72 119 千葉商科 1 1
東北 6 7 青山学院 19 24 デジタルハリウッド 1 1
名古屋 0 1 立教 27 43 東京医科 1 4
大阪 2 2 中央 42 55 東京工芸 1 1
筑波 4 6 法政 20 33 東京歯科 0 2
千葉 5 10 学習院 12 18 東京慈恵会医科 0 2
埼玉 0 1 成蹊 3 9 東京電機 11 14
東京外国語 3 4 成城 0 2 東京農業 1 4
東京学芸 0 4 明治学院 12 21 東京薬科 1 3
東京農工 5 6 日本 24 46 同志社 2 3
東京医科歯科 1 2 専修 7 12 東邦 3 3
電気通信 0 1 東洋 8 16 南山 1 1
首都大東京 3 5 駒澤 7 10 日本医科 0 3
横浜国立 2 5 獨協 3 4 日本獣医生命科学 1 1
横浜市立 0 2 國學院 9 14 日本薬科 1 1
東京海洋 0 1 武蔵 9 15 星薬科 3 5
金沢 1 1 神奈川 2 2 武蔵野 1 2
信州 1 3 玉川 0 1 明海 0 1
神戸 1 1 大東文化 2 2 明治薬科 2 3
岡山 0 1 東海 5 8 明星 1 1
琉球 0 1 亜細亜 1 2 立命館 3 4
弘前 0 1 帝京 1 5 名城 1 1
岩手 1 1 国士舘 2 3 金沢医科 0 1
山形 0 1 拓殖 3 5
静岡 1 1 東京経済 1 1
佐賀 0 1 和光 1 1
富山 0 1 国際基督教 7 7
京都府立医科 0 1 東京都市 4 6
島根 0 1 芝浦工業 32 42
滋賀 1 1 麻布 3 6
名古屋工業 1 1 北里 4 11
福井県立 0 1 杏林 2 4
防衛 1 3 近畿 1 1
防衛医科 1 1 工学院 6 7
航空保安 1 1 順天堂 1 2

学園だより

2013年3月 退職教員
美術科　　三好　　修
技術科　　小倉　義雄

2013年4月10日現在
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◆ 

第
一章　

名
称
及
び
位
置 

◆

《
名
称
》

　

第
一
条  

本
会
は
本
郷
学
園
同
窓
会
と
い
う
。

《
位
置
》

　

第
二
条  �

本
会
は
事
務
所
を
東
京
都
豊
島
区
駒
込
四
丁
目
十
一
番
一
号

学
校
法
人 

本
郷
学
園
内
に
置
く
。

　
　
　
　
　
　

◆ 

第
二
章　

目
的 

◆

《
目
的
》

　

第
三
条  �
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
母
校
の
発
展
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

《
事
業
》

　

第
四
条  

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

（
1
）会
員
の
親
睦
会
の
開
催

（
2
）会
誌
の
発
行

（
3
）母
校
の
後
援

（
4
）会
員
名
簿
の
整
備
管
理

（
5
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理　

（
6
）そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業　

　
　
　
　
　
　

◆ 

第
三
章　

組
織
及
び
役
員 
◆　

《
会
員
》

　

第
五
条  �

本
会
は
次
の
会
員
に
よ
り
組
織
す
る
。

（
1
）旧
制
本
郷
中
学
校
及
び
本
郷
高
等
学
校
卒
業
者　

（
2
）�本
郷
中
学
校
卒
業
者
及
び
旧
制
本
郷
中
学
校
並
び
に
本
郷
高
等

学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
の
あ
る
者
で
理
事
会
の
承
認
を
得
た
者

《
役
員
》

　

第
六
条  �

本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。

会
長  

一
名
、副
会
長  

若
干
名
、理
事  

各
回
期
若
干
名
、監
事  

二
名

《
役
員
選
出
》

　

第
七
条  �

前
条
の
役
員
は
次
の
方
法
に
よ
り
定
め
る
。

（
1
）会
長
は
理
事
会
に
お
い
て
理
事
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。

（
2
）副
会
長
は
理
事
の
中
か
ら
会
長
の
委
嘱
に
よ
っ
て
定
め
る
。

（
3
）�理
事
は
各
回
期
の
中
か
ら
選
出
し
、総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と

す
る
。た
だ
し
選
出
の
な
い
回
期
か
ら
の
理
事
は
会
長
が
委
嘱
し
、

総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

（
4
）監
事
は
総
会
に
お
い
て
会
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。　

《
名
誉
会
長
及
び
顧
問
、相
談
役
の
設
置
》

　

第
八
条  �

本
会
に
名
誉
会
長
及
び
顧
問
、相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

二 

名
誉
会
長
は
本
郷
学
園
理
事
長
に
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

三 �

顧
問
は
本
郷
学
園
名
誉
校
長
及
び
校
長
並
び
に
本
会
会
長
経
験
者

に
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

四 �

相
談
役
は
副
会
長
、理
事
、監
事
の
経
験
者
の
中
よ
り
会
長
が
こ
れ

を
委
嘱
す
る
。

《
役
員
の
任
務
》

　

第
九
条  �

役
員
は
次
の
任
務
を
行
う
。

（
1
）会
長
は
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
括
執
行
す
る
。　

（
2
）副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
、副
会
長
間
に

お
い
て
定
め
る
順
位
に
よ
り
会
長
事
務
を
代
行
す
る
。

（
3
）理
事
は
理
事
会
に
出
席
し
て
本
会
の
運
営
に
参
画
す
る
。

（
4
）�監
事
は
会
計
を
監
査
す
る
。又
、理
事
会
及
び
運
営
委
員
会
に
出

席
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）理
事
及
び
監
事
は
相
互
に
兼
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
6
）顧
問
、相
談
役
は
会
長
の
要
請
に
よ
り
会
議
に
出
席
す
る
。　

《
役
員
の
任
期
及
び
解
任
》

　

第
十
条  �

役
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。た
だ
し
再
任
は
妨
げ
な
い
。

二 �

補
充
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
三
年
間
の
当
該
任
期
の

残
任
期
間
と
す
る
。

三 �

前
第
一
項
、第
二
項
に
か
か
わ
ら
ず
、役
員
は
次
期
役
員
の
選
出
日
ま

で
は
、な
お
、そ
の
任
務
を
行
う
。

四 �

会
長
は
役
員
が
同
窓
会
の
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
を

行
っ
た
場
合
、又
は
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、副
会
長
と
協
議

の
う
え
当
該
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　

◆ 

第
四
章　

会
議 

◆

《
会
議
》

　

第
十
一
条  �

本
会
の
行
う
会
議
は
総
会
、理
事
会
、運
営
委
員
会
と
す
る
。

二 
会
議
の
議
長
は
会
長
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

《
総
会
》

　

第
十
二
条  �
定
期
総
会
は
毎
年
一
回
、事
業
年
度
終
了
後
三
か
月
以
内
に

開
催
し
、次
の
事
項
を
審
議
し
議
決
す
る
。

（
1
）事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
決
定

本郷学園同窓会会則
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（
2
）会
則
の
改
正　

（
3
）理
事
の
承
認
並
び
に
監
事
の
選
出

（
4
）事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認　

（
5
）そ
の
他
本
会
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

二 �

会
長
は
理
事
会
の
議
決
に
よ
り
臨
時
に
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
。　

《
理
事
会
》

　

第
十
三
条  �

理
事
会
は
会
長
の
要
請
も
し
く
は
理
事
の
過
半
数
の
請
求
に

よ
り
開
催
す
る
。

二 

理
事
会
は
次
の
事
項
を
審
議
し
議
決
す
る
。

（
1
）会
長
の
選
出　

（
2
）第
五
条
第
2
号
に
該
当
す
る
会
員
の
承
認

（
3
）総
会
の
議
決
し
た
事
項
の
執
行

（
4
）総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項

（
5
）運
営
委
員
会
よ
り
付
議
さ
れ
た
事
項

（
6
）そ
の
他
総
会
の
議
決
を
要
し
な
い
会
務
の
執
行
に
関
す
る
事
項

《
運
営
委
員
会
》

　

第
十
四
条  �

運
営
委
員
会
は
会
長
及
び
副
会
長
、本
会
の
事
業
を
担
当
す

る
理
事
で
構
成
す
る
。

二 �

運
営
委
員
会
は
会
長
の
招
集
に
よ
っ
て
開
催
し
、本
会
の
日
常
の
運

営
に
あ
た
る
。

　

第
十
五
条  �

第
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
十
三
条
第
二
項
に
か
か
わ
ら
ず
、

緊
急
を
要
す
る
事
案
は
運
営
委
員
会
に
お
い
て
処
理
し
、事
後
、

理
事
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◆ 

第
五
章　

事
業
及
び
議
決 

◆

《
事
業
の
遂
行
》

　

第
十
六
条  �

会
長
は
、企
画
及
び
会
誌
の
発
行
、会
計
、庶
務
等
の
副
会

長
の
担
当
を
定
め
、か
つ
、こ
れ
を
補
佐
す
る
理
事
を
指
名
す

る
。担
当
副
会
長
は
理
事
の
協
力
を
得
て
本
会
の
事
業
を
行

う
。

《
事
務
取
扱
者
》

　

第
十
七
条  �

本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
事
務
取
扱
者
を
置
く
。担
当

者
は
運
営
委
員
会
委
員
の
中
よ
り
会
長
が
委
嘱
す
る
。

《
議
決
》

　

第
十
八
条  �

会
員
は
総
会
に
お
い
て
発
言
権
、議
決
権
を
有
す
る
。

二 �

総
会
、理
事
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
。可

否
同
数
の
場
合
は
議
長
が
決
め
る
。

　
　
　
　
　
　

◆ 

第
六
章　

会
計 

◆

《
事
業
年
度
》

　

第
十
九
条	�



本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一日
に
始
ま
り
翌
年
三
月

三
十
一日
に
終
わ
る
。

《
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
》

　

第
二
十
条	�



本
会
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
は
会
長
が
作
成

し
、総
会
の
議
決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
総
会

ま
で
の
間
は
理
事
会
の
議
決
に
よ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

《
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
》

　

第
二
十
一
条	�



本
会
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
は
、会
長
が
事
業

年
度
終
了
後
遅
滞
な
く
作
成
し
、監
事
の
監
査
を
経
た
う

え
、総
会
の
議
決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

《
会
計
》

　

第
二
十
二
条	�



本
会
の
経
費
及
び
事
業
資
金
は
次
を
も
っ
て
充
当
す
る
。

（
1
）入
会
金

（
2
）会
員
の
年
会
費

（
3
）利
息
収
入

（
4
）寄
付
金
品

二 

いっ
た
ん
納
入
し
た
金
品
は一
切
返
還
し
な
い
。

　

第
二
十
三
条	�



会
員
は
年
会
費
を
一口
弐
千
円
と
し
て一口
以
上
を
毎
年
納

付
す
る
も
の
と
す
る
。

二 

卒
業
時
の
入
会
金
は
壱
万
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◆ 

第
七
章　

会
則
の
改
正 

◆　

　

第
二
十
四
条	�



本
会
則
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の

賛
成
を
経
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　

◆ 

付　

則 

◆

　

本
会
則
は
平
成
十
五
年
六
月
二
十
一日
よ
り
施
行
す
る
。

　

�

本
改
正
会
則
は
平
成
二
十
二
年
六
月
十
九
日
よ
り
施
行
す
る
。た
だ
し
第

二
十
三
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
実
施
す
る
。

以
上

銀友
Ginyu
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土
屋 

二
郎
・
寺
口 

有
喜
公
・ 

益
田 

泰
彦
・
水
田 

裕
昭
・ 

山
口 

登

中
18
回	�



安
達 

正
治
・
新
井 

保
文
・ 

青
戸 

将
・
青
木 

益
嘉
・ 

磯
川 

清
和
・
五
十
嵐 

宏
・ 

今
里 

隆
・
宇
田
川 

孝
一
・ 

岡
田 

光
正
・
大
原 

功
・ 

加
藤 

宣
夫
・
笠
原 

栄
治
・ 

志
賀 

誠
一
・
志
田 

芳
久
・ 

清
水 

正
美
・
島
田 

公
雄
・ 

杉
原 

繁
夫
・
鈴
木 

卓
三
・ 

妹
尾 

尚
・
高
橋 

三
郎
・ 

鳥
飼 

義
二
・
豊
崎 

益
夫
・ 

友
安 

昭
治
・
西
野 

重
義
・ 

野
本 

昭
・
長
谷
川 

忠
也
・ 

馬
場 

隆
・
檜
垣 

順
次
・ 

藤
田 

弘
治
・
松
永 

昭
二
・ 

松
廣 

翠
・
松
田 

裕
・ 

松
島 

寿
夫
・
前
田 

和
男
・ 

武
藤 
泰
夫
・
森 

正
徳
・ 

矢
部 
博
康
・
渡
部 

豊
一

中
19
回	�



阿
出
川 
義
男
・
新
井 

忠
彦
・ 

浅
原 

義
久
・
板
倉 

一
典 

太
田 

健
三
・
大
久
保 

武
司
・ 

大
野 

勝
弘
・
貝
塚 
明
雄
・ 

柏
原 

英
一
・
下
川 
敬
朗
・ 

重
永 

政
夫
・
鈴
木 

孝
一
・ 

玉
川 

昭
・
高 

三
郎
・
高
橋 
實
・ 

滝
田 

智
久
・
竹
本 

三
男
・ 

中
6
回	�



佐
原 

雄
次
郎
・
堀
江 

勇
治

中
7
回	
笹
岡 

武
徳

中
8
回	
鈴
木 

貞
夫

中
9
回	

有
賀 
活
郎

中
10
回	

久
住 
進
一

中
11
回	�



市
川 

雄
一
・
黒
川 

興
文
・ 

中
野 

武
正

中
12
回	�



釼
持 

行
雄
・
坂
口 
甫
・ 

吉
田 

正
吾
・
太
田 
恭
二

中
13
回	�



阿
部 

敏
一
郎
・
景
山 
正
隆
・ 

小
森 

為
郎
・
鈴
木 

和
男
・ 

田
中 

定
二
・
中
村 

允

中
14
回	�



柴
崎 

甲
子
夫
・
藤
井 

稔

中
15
回	�



阿
部 

敏
秋
・
荻
原 

久
雄
・ 

勝 

敬
二
・
竹
中 

節
男
・ 

中
村 

美
登
・
根
本 

卓
光
・ 

宮
本 

幸
雄
・
大
沢 

欽
一

中
16
回	�



木
村 

宮
造
・
小
永
井 

暹
・ 

白
井 

明
・
髙
橋 

璋
守
・ 

永
田 

了
・
中
野 

博
・ 

野
尻 

利
祐
・
樋
代 

幸
雄
・ 

鶴
見 

俊
一

中
17
回	�



阿
出
川 

昭
治
・
按
田 

仁
三
郎
・ 

秋
田 

禮
一
・
小
倉 

高
規
・ 

大
村 

雅
通
・
尾
前 

広
・ 

佐
藤 

元
徳
・
下
村 

多
気
夫
・ 

清
水 

吉
一
・
高
野 

正
美
・ 

永
井 

四
郎
・
野
木 

惣
市
・ 

長
谷
川 

広
司
・
保
谷 

六
郎
・ 

増
田 

速
水
・
室
久 

敏
三
郎
・ 

横
田 

文
男

中
20
回	�



市
川 

恒
雄
・
大
屋 

忠
・ 

大
塚 

康
夫
・
佐
藤 

昌
雄
・ 

田
島 

利
男
・
鶴
岡 

俊
雄
・ 

羽
山 

健
児
・
橋
本 

公
成
・ 

久
永 

幸
隆
・
皆
川 

敬
次
・ 

山
下 

保
次
・
伊
澤 

芳
雄
・ 

市
川 

保
・
菊
入 

喜
三
郎
・ 

鈴
木 

三
好
・
袖
山 

周
三
・ 

藤
原 

利
彦

中
21
回	�



阿
知
波 

健
・
板
倉 

厚
・ 

大
下 

晃
・
大
矢 

和
夫
・ 

柄
澤 

喜
市
・
古
門 

敏
郎
・ 

小
林 

國
雄
・
鈴
木 

完
・ 

田
中 

一
好
・
二
宮 

重
恒
・ 

古
澤 

秀
信
・
横
澤 

邦
彦
・ 

田
中 

昭
二

中
22
回	�



井
筒 

千
秋
・
高
田 

政
雄
・ 

野
々
村 

長
三

高
1
回	�



相
川 

厚
・
堀
井 

幸
次
郎

高
2
回	�



木
村 

敏
夫
・
小
倉 

雅
文
・ 

坂
野 

重
一
・
櫻
井 

泰
・ 

瀬
川 

澄
男
・
高
橋 

東
洋
一
・ 

豊
嶋 

敬
司
・
西
島 

成
一
・ 

羽
生 

銈
佑
・
浜
野 

清
隆
・ 

宮
入 

貞
雄

高
3
回	�



石
川 

達
夫
・
植
松 

隆
吉
・ 

奥
平 

博
一
・
大
部 

淳
夫
・ 

志
野
原 

三
津
夫
・
佐
々
木 

三
郎
・ 

齊
藤 

邦
衛
・
坂
田 

実
・ 

地
曳 

秀
雄
・
中
島 

正
次
郎
・ 

本
郷
学
園
同
窓
会
会
費
納
入
者
一
覧

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）3
月
31
日
現
在
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大
木 

昭
一
・
大
野 

俊
広
・ 

尾
島 

圭
亮
・
角
能 

良
宣
・ 

金
子 

隆
一
・
木
塚 

順
夫
・ 

小
室 

能
広
・
新
澤 

米
次
・ 

高
橋 

竹
千
代
・
勅
使
河
原 

宏
記
・ 

長
澤 

秀
幸
・
西
田 

稜
雄
・ 

古
屋 

勝
正
・
深
澤 

宏
之
・ 

藤
巻 

健
三
・
前
田 

武
彦
・ 

南
谷 

修
・
宮
本 

佳
明 

山
本 

賢
一
・
吉
田 

光
男
・ 

渡
邊 

衛
・
渡
邊 

茂
明
・ 

綿
貫 

正
壽

高
9
回	�



芥
川 

定
義
・
江
原 

森
太
郎
・ 

田
辺 

博
昭
・
小
林 

常
甫
・ 

佐
藤 

左
武
郎
・
島
村 

泰
夫
・ 

田
中 

好
明
・
西
江 

正
晴
・ 

比
企 

正
憲

高
10
回	�



青
木 

弘
三
・
井
上 

栄
三
郎
・ 

泉
澤 

賢
一
・
小
川 

紘
・ 

亀
井 

俊
一
・
上
岡 

光
男
・ 

上
本 

清
治
・
斉
藤 

功
・ 

大
門 

貞
雄
・
田
中 

兼
孝
・ 

田
中 

秀
明
・
津
原 

巖
・ 

中
河 

秀
行
・
福
住 

輝
男
・ 

松
本 

恭
一
・
山
崎 

昇
・ 

八
木
橋 

実
・
渡
部 

長
幸
・ 

山
崎  
尚

高
11
回	�



小
池 
弘
祐

高
12
回	�



阿
久
津 

二
三
男
・
市
倉 

洋
一
・ 

飯
田 

典
幸
・
江
原 
稔
・ 

大
梶 

勝
英
・
亀
井 
忠
雄
・ 

喜
多 

雄
三
・
木
村 
尤
一
・ 

久
保 

國
男
・
久
保
田 
晴
夫
・ 

熊
木 

宏
治
・
鈴
木 

教
司
・ 

髙
好 

俊
一
・
竹
村 

義
教
・ 

長
崎 

一
・
根
本 

強
・ 

野
口 

多
喜
男
・
平
子 

浅
雄
・ 

光
安 

伸
夫
・
望
月 

敏
郎
・ 

山
口 

洋
司
・
山
内 

英
夫
・ 

吉
田 

孝
光

高
4
回	�



篠 

二
郎
・
八
嶋 

政
臣
・ 

佐
々
木 

直
剛

高
5
回	�


井
沢 

清
・
梶
野 

伸
二
・ 

片
桐 
幸
一
郎
・
島
崎 

雄
司
・ 

谷
川 
洋
明
・
宮
坂 

貢
司
・ 

影
山 
弘

高
6
回	�



稲
垣 

泰
輔
・
池
内 

春
俊
・ 

内
田 

孝
二
・
奥
村 
茂
・ 

小
椋 

一
・
柏
村 
喜
徳
郎
・ 

木
村 

秀
清
・
久
保
田 
義
喜
・ 

蔵
田 

尚
・
駒
井 

隆
行
・ 

後
藤 

順
夫
・
小
林 

金
則
・ 

佐
々
木 

啓
之
・
下
田 

敬
・ 

篠 

喜
三
郎
・
霜
越 

佶
・ 

関 

貞
三
・
仙
波 

忠
志
・ 

高
木 

桂
三
・
谷
澤 

文
雄
・ 

津
久
田 

愛
之
助
・
中
山 

壽
夫
・ 

中
村 

義
一
・
中
里 

盛
次
・ 

根
立 

光
夫
・
平
川 

明
雄
・ 

松
本 

易
夫
・
松
本 

幸
司
・ 

渡
辺 

勝
・
渡
辺 

昭
義
・ 

香
森 

哲
也
・
高
橋 

利
彰
・ 

市
川 

錦
次
郎
・
風
間 

幹
雄

高
7
回	�



秋
元 

幹
夫
・
青
木 

輝
男
・ 

井
島 

佳
二
郎
・
鈴
木 

健
・ 

高
橋 

三
郎
・
福
原 

信
夫
・ 

益
川 

雄
治
・
宮
崎 

靖
司
・ 

山
内 

周

高
8
回	�



稲
葉 

研
治
・
今
渕 

暉
之
・ 

小
幡 

昌
久
・
小
野
寺 

博
・ 

田
島 

輝
夫
・
中
田 

和
男
・ 

西
野 

保
博
・
向
井 

史
朗
・ 

山
本 

達
雄
・
吉
原 

孝
哉

高
13
回	�



阿
出
川 

信
夫
・
相
川 

清
・ 

明
石 

安
邦
・
岩
城 

正
幸
・ 

上
田 

浩
一
・
岡
本 

武
勝
・ 

加
毛 

隆
・
方
波
見 

茂
・ 

越
路 

往
輝
・
斎
藤 

毅
・ 

高
橋 

国
夫
・
田
中 

清
弘
・ 

中
村 

久
・
野
間
口 

正
機
・ 

渡
辺 

則
綱

高
14
回	�



芦
原 

健
一
・
池
田 

雅
彦
・ 

細
谷 

弘

高
15
回	�



新 

安
雄
・
杉
山 

雅
一
・ 

杉
山 

勝
正
・
高
田 

隆
義
・ 

峯
岸 

桂
介

高
16
回	�



上
島 

敏
幸
・
小
原 

治
男
・ 

小
池 

昭
久
・
田
村 

邦
光

高
17
回	�



池
田 

明
・
佐
藤 

仁
・ 

辻
内 

健
志
・
中
村 

憲
夫

高
18
回	�



石
津 

彰
三
・
板
倉 

日
出
男
・ 

小
倉 

義
雄
・
軽
部 

文
雄
・ 

小
松 

良
栄
・
榊
原 

康
夫
・ 

斉
田 

与
四
郎
・
砂
泊 

光
彦
・ 

丹
波 

信
三
郎
・
田
原 

克
人
・ 

根
木 

輝
久
・
宮
沢 

正
喜
・ 

村
井 

文
一
・
山
際 

幸
雄
・ 

吉
尾 

正
照

高
19
回	�



秋
葉 

和
秀
・
有
馬 

壮
一
郎
・ 

石
原 

崇
光
・
坂
寄 

吉
昭
・ 

下
川 

薫
・
中
村 

博
・
沼
尻 

卓
・ 

長
谷
川 

実
・
増
山 

恵
一
・ 

吉
川 

昭
二
・
吉
倉 

幸
信
・ 

北
原 

照
久
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坂
井 

成
一
・
千
野 

邦
雄
・ 

長
谷
川 

幸
雄
・
山
口 

登
・ 

吉
波 

行
男

高
26
回	�



相
川 

勇
二
・
伊
藤 

豊
・ 

稲
田 

俊
和
・
岩
崎 

一
・ 

笹
沼 

博
之
・
相
模 

明
男
・ 

柴 

安
弘
・
立
花 

英
一
・ 

戸
部 

庄
次
・
中
田 

久
人
・ 

庭
野 

毅
・
花
島 

良
晴
・ 

堀 

義
一
・
松
平 

善
明
・ 

溝
口 

清
人

高
27
回	�



石
川 

義
和
・
河
野 

哲
史
・ 

佐
藤 

吉
伸
・
鈴
木 

利
一
・ 

高
橋 

伸
治
・
原
田 

俊
幸

高
28
回	�



井
口 

隆
・
亀
山 

孝
安
・ 

黒
沢 

邦
夫
・
小
林 

博
貴
・ 

菅
原 

義
則
・
田
中 

実
・ 

松
井 

伸
彦

高
29
回	�



伊
東 

史
郎
・
磯
ヶ
谷 

満
夫
・ 

石
塚 

実
・
飯
泉 

彰
裕
・ 

小
林 

幹
生
・
菅
野 

弘
一
・ 

高
木 

敬
一
・
田
中 

和
男

高
30
回	�



宮
本 

茂
治
・
川
崎  

雅
弘

高
31
回	�


石
坪 

英
貴
・
幸
田 

耕
二
郎
・ 

佐
藤 
修
一
・
富
永 

浩
伸
・ 

乕
溪 
文
有
・
橋
本 

尚
弘
・ 

山
畑 
邦
裕
・
吉
田 

法
夫

高
32
回	�



石
原 

剛
次
・
江
口 

研
二
・ 

川
名 

健
一
・
小
池 
治
・ 

斎
藤 

政
嗣
・
高
橋 
利
幸
・ 

竹
内 

博
輝
・
永
堀 
義
秀
・ 

原 

哲
夫
・
三
井 

良
文
・ 

三
友 

宏
樹
・
山
崎 

伸
二
・ 

米
沢 

潤

高
20
回	�



我
妻 

光
久
・
飯
沼 

誠
次
・ 

内
山 

正
敏
・
大
野 

英
治
・ 

梶 

徳
治
・
木
島 

勝
美
・ 

工
藤 

一
郎
・
小
林 

基
展
・ 

斎
藤 

盛
泰
・
酒
井 

孝
一
・ 

塩
原 

一
男
・
須
賀 

一
夫
・ 

関
塚 

正
治
・
瀬
崎 

正
憲
・ 

田
島 

秀
松
・
津
田 

隆
・ 

戸
張 

友
晴
・
中
村 

映
司
・ 

中
野 
正
博
・
蛭
田 

要
司
・ 

平
塚 
孝
・
古
川 

和
夫
・ 

松
原 
茂
・
宮
田 

英
一
・ 

森
尻 

和
夫
・
森
田 

知
男
・ 

山
下 

定
男
・
矢
代 
順
一
・ 

良
川 

眞
・
小
菅 
邦
雄

高
21
回	�



安
藤 

一
雄
・
菊
地 
正
美
・ 

工
藤 

勝
・
黒
杉 

寿
博
・ 

小
松 

健
介
・
砂
田 

俊
雄
・ 

杉
山 

敏
行
・
杉
山 

利
博
・ 

鈴
木 

英
世
・
中
田 

守
喜
・ 

野
田 

優
明
・
早
川 

盛
男
・ 

小
野
寺 

清
二
・
森
田 

議
雄
・ 

山
口 

陽
通

高
22
回	�



赤
井 

健
郎
・
石
井 

隆
・ 

遠
藤 

達
哉
・
岡
村 

光
雄
・ 

大
恵 

淑
行
・
木
下 

寛
明
・ 

蔵
田 

昌
明
・
柴
田 

秀
利
・ 

瀬
賀 

春
雄
・
染
谷 

幸
雄
・ 

土
井 

幸
雄
・
若
杉 

清
和

高
23
回	�



池
野 

直
樹
・
菅
野 

邦
彦
・ 

飛
田 

茂

高
24
回	�



掛
川 

敏
行
・
進
藤 

久
幸
・ 

田
中 

良
一
・
中
村 

敬
司
・ 

野
田 

悠
二
・
松
島 

和
己

高
25
回	�



春
日 

貞
男
・
栗
山 

孝
治
・ 

高
33
回	�



青
木 

和
夫
・
礒
田 

浩
之
・ 

岩
田 

実
・
宇
賀
神 

茂
・ 

遠
藤 

千
秋
・
小
口 

邦
夫
・ 

斎
藤 

卓
・
高
橋 

秀
明
・ 

遠
山 

悦
夫
・
戸
谷 

庸
克
・ 

中
野 

一
美
・
並
木 

成
中
・ 

西 

洋
一
・
福
島 

浩
・ 

茂
木 

功
一
・
山
崎 

勝
也
・ 

吉
田 

浩
久
・
吉
田 

秀
樹

高
34
回	�



秋
元 

康
夫
・
幸
田 

和
巳
・ 

小
林 

晋
一
郎
・
林 

俊
明
・ 

平
澤 

淳
・
宮
崎 

雄
一
・ 

渡
辺 

欣
也

高
35
回	�



印
東 

信
・
藤
本 

由
紀
夫
・ 

山
崎 

剛
・
茂
呂 

孝
元
・ 

本
荘 

恭
一
・
井
田 

七
海
・ 

江
利
川 

吉
彦
・
小
池 

武
次
・ 

戸
張 

元
・
江
原 

啓
之
・ 

野
口 

貴
洋

高
36
回	�



粂
谷 

信
久
・
川
端
下 

徳
之
・ 

美
谷
島 

総
・
加
藤 

吉
郎
・ 

下
鳥 

豊
・
山
田 

晴
一
・ 

若
林 

宏
幸
・
杉
本 

淳
・ 

田
邊 

賢
一
・
大
沢 

弘
宣
・ 

酒
井 

信
之
・
鈴
木 

貴
生
・ 

直
井 

正
人

高
37
回	�



岸 

信
行
・
久
保 

一
樹
・ 

荒
井 

康
雄
・
小
野
寺 

和
彦
・ 

大
熊 

勝
雄
・
根
岸 

延
存
・ 

小
澤 

秀
昭
・
秋
山 

竹
史
・ 

横
川 

高
樹
・
城 

和
夫
・ 

前
沢 

智
敏
・
矢
島 

俊
之
・ 

島
田 

哲
三
・
内
山 

建
造

高
38
回	�



柴
山 

巌
・
伴 

佳
宏
・ 

山
田 

史
朗
・
飯
塚 

真
啓
・ 
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北
原 

宏
晃
・
香
取 

範
充
・ 

佐
藤 

良

高
48
回	�



山
中 

弘
毅
・
橋
本 

直
人
・ 

板
橋 

寿
和
・
稲
生 

雄
一
郎
・ 

杉
下 

和
行
・
増
田 

健
次

高
49
回	�



林 

誠
吾
・
安
井 

督
・ 

上
野 

光
信
・
中
溝 

健
晴

高
50
回	�



豊
川 

浩
成
・
本
間 

裕
人
・ 

新
村 

光
央
・
野
村 

耕
太
郎

高
51
回	�



天
野 

秀
忠
・
梶
野 

貴
経
・ 

佐
藤 

英
明
・
新
井 

亮
輔
・ 

中
村 

元
気
・
中
澤 

利
幸
・ 

橋
爪 

雄
志
・
堀
越 

亮
・ 

乙
丸 

貴
史
・
染
谷 

快
典
・ 

皆
川 

裕
司
・
若
西 

良
介

高
52
回	�



新
開 

太
郎
・
張
替 

茂
雄
・ 

塩
畑 

太
一
・
藤
本 

耕
平
・ 

鈴
木 

常
太
・
千
田 

昌
宏
・ 

阿
部 

英
人
・
坂
本 

泰
宏
・ 

坂
田 

憲
和
・
長
岡 

理
大
・ 

猪
越 

正
直
・
馬
渡 

千
高
・ 

伊
田 

健
一
郎

高
53
回	�


北
島 

康
介
・
吉
村 

和
幸
・ 

今
井 

秀
星
・
吉
田 

朋
大
・ 

中
井 
秀
昌
・
福
森 

洋
輔
・ 

奥
山 
雄
太
・
齊
藤 

秀
雄
・ 

小
藤 
寛
之
・
田
中 

義
人
・ 

中
村 

旭
・
日
谷 
尭
・ 

石
田 

将
敏
・
高
辻 
紘
之
・ 

内
原 

嘉
昭
・
後
藤 
泰
治
・ 

丸
山 

大
輔
・
深
山 
敬
大
・ 

佐
藤 

達
哉

高
54
回	�



石
澤 

慧
・
吉
澤 

順
一
朗
・ 

高
橋 

祐
磨
・
池
田 

達
彦
・ 

高
木 

淳
・
大
野 

秀
樹
・ 

中
尾 

政
則
・
梶 

晋
介

高
39
回	�



篠
原 

史
孝
・
清
水 

伸
樹
・ 

矢
嶋 

実

高
40
回	�



金
子 

純
一
朗
・
石
川 

徳
宗
・ 

岡
本 

明
久
・
丸
山 

義
則

高
41
回	�


小
掛 

慎
太
郎
・
長
田 

祐
司
・ 

高
瀬 
知
博
・
細
田 

昌
孝
・ 

井
上 
貴
行
・
林 

慎
也
・ 

鈴
木 
理
・
関
口 

虎
男

高
42
回	�



花
田 

憲
彦
・
本
井 

利
生
・ 

水
野 

哲
行
・
三
村 

淳
悟
・ 

田
村 

伸
也
・
吉
川 
秀
一
・ 

藤
原 

潤
一
・
大
澤 
清
・ 

鈴
木 

治
・
髙
山 

慎
・ 

藤
田 

恵
輔
・
石
本 

健
太
郎
・ 

塩
家 

吹
雪

高
43
回	�



坂
巻 

健
司
・
萩
原 

孝
明
・ 

伊
藤 

正
規
・
松
本 

祐
一
・ 

戸
塚 

太
一
・
上
原 

弘
行
・ 

中
田 

一
郎
・
吉
田 

永
弘
・ 

中
村 

歩
希
・
早
川 

和
孝
・ 

今
井 

仁
・
野
口 

拓
栄
・ 

藤
田 

清
志
・
内
山 

義
治

高
44
回	�



荒
井 

宏
二
・
北
村 

彰
浩
・ 

久
保
村 

豊
・
佐
藤 

裕
次
・ 

浅
野 

裕
之
・
津
田 

達
広
・ 

山
田 

大
介

高
45
回	�



赤
田 

正
樹
・
青
木 

和
久
・ 

中
野 

隆
之
・
近
藤 

正
德

高
46
回	�



高
木 

功
介
・
北
澤 

卓
弥
・ 

山
田 

洋
一
・
村
井 

秀
行

高
47
回	�



青
江 

覚
峰
・
大
森 

慎
太
郎
・ 

江
間 

裕
樹
・
大
森 

秀
昭
・ 

鵜
木 

学
・
小
泉 

孝
人
・ 

土
橋 

篤
仁
・
堀
越 

周
・ 

戸
澤 

信
太
郎
・
堀
江 

翔
一
・ 

和
田 

敏
治
・
小
泉 

信
吾
・ 

清
水 

玄
雄
・
正
木 

健
彦

高
55
回	�



内
丸 

剛
郎
・
新
村 

佳
央
・ 

横
川 

三
成
・
加
藤 

誉
幸
・ 

駒 

進
之
介
・
大
河
内 

伸
剛
・ 

佐
藤 

裕
明
・
鈴
木 

勇
人
・ 

塚
田 

匡

高
56
回	�



白
坂 

健
太
・
高
井 

俊
宏
・ 

冨
塚 

賢
太
郎
・
吉
田 

淳
之
助
・ 

稲
垣 

雄
介
・
殿
川 

洋
右
・ 

松
田 

将
吾
・
川
田 

大
助
・ 

菅
原 

一
輝
・
常
本 

浩
之
・ 

小
高 

真
樹
・
鳥
海 

拓
也
・ 

卯
坂 

潤
一
郎
・
後
藤 

隆
徳
・ 

長
谷
川 

裕
之
・
細
谷 

孝
伸
・ 

山
本 

崇
史
・
木
内 

健
義
・ 

栗
田 

直
亮

高
57
回	�



鶴
岡 

亮
人
・
吉
田 

峻
洋
・ 

安
藤 

裕
哉
・
宮
本 

英
明
・ 

北
森 

雅
雄
・
石
村 

賢
・
宮
川 

元

高
58
回	�



池
田 

一
樹
・
松
島 

和
人
・ 

木
村 

匠
吾
・
並
木 

幹
夫
・ 

秋
本 

悠
樹
・
江
刺 

利
彦
・ 

西
原 

正
浩
・
山
田 

実
・ 

金
尾 

晋
一
郎
・
木
下 

和
俊
・ 

多
田 

邦
生
・
梅
田 

翔
太
・ 

宮
沢 

祐
太
・
岩
本 

健
史
・ 

小
笠 

貴
嗣
・
黒
田 

健
斗
・ 

土
屋 

厚
人
・
益
田 

晃
太

高
59
回	�



宇
田
川 

翔
平
・
小
泉 

隼
人
・ 

野
中 

裕
太
郎
・
廣
瀨  

貴
充
・ 
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新
田 

貴
明
・
前
波 

知
輝
・ 

村
田 

貴
輝
・
渡
邊 

貴
之
・ 

日
下 

知
紘
・
大
崎  

駿
一
・ 

金
子 

修
・
志
田 

龍
太
郎

高
62
回	�



足
立 

健
斗
・
芳
賀
沼 

拓
・ 

波
多
野 

覚
弥
・
柳 

裕
介
・ 

安
藤 

雄
太
・
伊
藤 

健
太
・ 

佐
賀 

大
凱
・
春
原 

裕
樹
・ 

南
方 

宙
大
・
渡
辺 

学
嗣
・ 

小
島 

祥
平
・
酒
井 

翔
生
・ 

篠
崎 

一
貴
・
山
田 

駿
・ 

五
十
嵐 

椋
・
岡
本 

遼
・ 

金 

晟
徹
・
衣
袋 

健
太
・ 

大
澤 

亜
希
良
・
平
田 

雅
俊
・ 

青
木 

俊
樹
・
兵
頭 

義
章
・ 

秋
元 

陽
祐
・
川
島 

尚
哉
・ 

小
林 

祐
樹
・
櫻
井 

佑
樹
・ 

櫻
井 

雄
太
朗
・
中
島 

瑞
・ 

福
嶋 

大
樹
・
周 

達
仁
・ 

田
之
上 

英
樹
・
宮
本 

良
一

高
63
回	�



浅
輪 

泰
斗
・
石
井 

章
一
郎
・ 

細
川 

尊
裕
・
櫻
井 

寛
己
・ 

大
塚 

桂
樹
・
木
塚 

康
太
・ 

木
原 

健
裕
・
土
屋 

雄
飛
・ 

齊
藤 

峻
・
津
内 

直
人
・ 

岡
村 
優
紀
・
佐
藤 

祐
介
・ 

野
上 
章
・
三
好 

亮
麻
・ 

山
口 
裕
聖
・
尤 

俊
博
・ 

中
村 

俊
一
郎
・
郡
司 

宰
・ 

秋
山 

裕
輔
・
佐
々
木 

悠
太
・ 

宮
島 

開
・
小
林 
和
貴
・ 

鈴
木 

基
紘
・
田
中 
康
彬

高
64
回	�



齋
藤 

佑
貴
・
篠
﨑 
宏
洋
・ 

花
井 

博
貴
・
諸
塚 

拓
哉
・ 

髙
橋 

幸
佑
・
髙
橋 

颯
平
・ 

水
谷 

大
志
・
山
本 

勝
章
・ 

鈴
木 

啓
介
・
森
井 

康
博
・ 

山
下 

雄
大
・
海
野 

航
・ 

佐
藤 

智
哉
・
武
井 

良
祐
・ 

林 

輪
太
郎
・
松
本 

康
佑
・ 

南 

洋
佑
・
植
田 

高
啓
・ 

宇
山 

宗
孝
・
小
堀 

一
・ 

篠
原 

利
典
・
長
田 

勝
也
・ 

春
山 

輝
亘
・
村
川 

東
・ 

吉
實 
大
輔

高
60
回	�



大
築 
一
矢
・
福
田 

修
也
・ 

矢
吹 

卓
大
・
稲
生 

謙
吾
・ 

高
井 

航
・
江
川 
裕
二
・ 

星
野 

愼
太
朗
・
吉
田 

玲
生
・ 

浅
野 

泰
寛
・
飯
田 
大
也
・ 

石
井 

洋
志
・
鳥
居 
暁
・ 

中
村 

聡
志
・
川
村 

健
太
・ 

正
木 

直
哉
・
山
幡 

琢
也
・ 

黒
田 

直
生
人
・
山
本 

陸
・ 

吉
田 

成
輝

高
61
回	�



岩
瀬 

良
平
・
近
田 

宗
輔
・ 

佐
藤 

明
彦
・
植
野 

寛
人
・ 

宇
津
木 

純
一
・
本
田 

哲
司
・ 

横
井 

航
平
・
小
穴 

泰
裕
・ 

河
内 

達
也
・
髙
橋 

良
平
・ 

築
山 

周
・
福
田 

圭
祐
・ 

横
田 

久
顕
・
岩
丸 

和
弘
・ 

廣
瀧 

翔
太
・
町
田 

修
・ 

森
下 

弘
基
・
岡
野 

晴
行
・ 

川
野 

雄
平
・
岸
本 

慧
・ 

陣
場 

成
行
・
杉
浦 

貴
則
・ 

中
村 

耕
大
・
森
嶋 

俊
行
・ 

大
倉 

智
裕
・
加
藤 

彰
・ 

藤
岡 

遼
・
元
田 

圭
・
木
下 

雄

登
・
志
村 

暢
紀
・
田
中 

慎
也
・ 

西
山 

朔
・
柚
木 

恵
介
・ 

阿
部 

優
・
石
田 

東
達
・ 

黒
木 

勇
志
朗
・
坂
井 

俊
一
・ 

人
見 

龍
之
輔
・
宇
賀 

直
道
・ 

熊
川 

衆
・
佐
々
木 

洋
平
・ 

矢
吹 

崇
明
・
江
原 

慶
介
・ 

梅
田 

諒
太
・
齋
藤 

拓
哉
・ 

高
田 

淳
平
・
花
塚 

龍
樹
・ 

舟
木 

孝
充
・
堀
内 

誠
太
・ 

望
月 

秀
人
・
新
井 

利
弥
・ 

大
島 

悠
理
・
山
下 

大
輝
・ 

小
林 

真
晴
・
原
田 

直
道
・ 

プ
ル
ー
ス 

那
佐
・
保
賀 

俊
哉
・ 

米
田 

憲
司
・
蕨 

雄
亮
・ 

浅
見 

笙
太
・
内
藤 

亮
・ 

長
澤 

光
記
・
小
沢 

陽
・ 

倉
部 

豊
弘
・
幸
田 

陽
一
朗
・ 

櫻
井 

幹
生
・
佐
藤 

好
峰
・ 

申 

俊
利

回
期
不
明	

�

ス
ズ
キ 

ヤ
ス
ヨ
シ（
5/1
）・ハ
ギ
ワ
ラ 

コ
ウ

ジ（
5/18
）・カ
ミ
ヤ 

ジ
ュ
ン
イ
チ（

10/16
）・

不
明
者	�



１
９
４
４
０
２
０ 

カ
イ
イ
ン（
5/28
）・ 

２
０
１
１
０ 

Ｈ
23
年（
6/11
）

※�

万
全
を
期
し
た
つ
も
り
で
す
が
、万
が
一
、 

お
名
前
の
漏
れ
や
誤
字
、脱
字
な
ど
の
間
違
い
が 

あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
く
だ
い
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
─
３
９
１
７
─
０
０
０
７

銀
行
振
り
込
み
も
可
能
で
す
。

そ
の
際
は
会
員
番
号（
払
込
取
扱
票
に
印
刷
し
て
あ
る

お
名
前
の
下
の
8
桁
の
数
字
）か
、氏
名
と
卒
年
の

ど
ち
ら
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ginyu

中中中中中中中中中中中中中中

中中中中中高高高高高高高高

石
井
　
千
里

大
塚
　
秀
太
郎

土
岐
　
興
一

中
川
　
統
一

尾
川
　
勝
助

木
村
　
善
男

黒
川
　
興
文

秋
葉
　
信
弥

石
原
　
清
助

田
中
　
定
二

吉
井
　
和
夫

齋
藤
　
敏
夫

青
木
　
益
嘉

菊
地
　
煕
夫

59101011111113131315171818
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回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回

鈴
木
　
充

山
本
　
昇

石
井
　
博
夫

瀬
戸
　
芳
明

倉
橋
　
忠
雄

渡
邊
　
衛

白
井
　
喬
一
郎

佐
浦
　
彰
夫

小
林
　
秀
雄

小
川
　
時
夫

大
谷
　
一
義

石
井
　
隆

相
原
　
平
治

■ “今の本郷”の雰囲気を多くの同窓生に知っ
てもらうのも「銀友」の役目と思い、若い卒
業生にも原稿を寄せてもらうようにしていま
す。行間からにじみでる本郷で育まれた生
徒たちの人格の一端を読み取っていただ
ければ幸いです。今号では今年、大学院を
出て難関の司法試験に合格した鬼澤さん
が快く応じてくれました。クラブ活動では卓
球部に所属し、「友人たちにも恵まれ、非常
に楽しい部活」と振り返っています。将来の
目標をしっかり見すえて“文武両道“に励ん
だ充実の本郷時代がうかがえます。

■ うれしいニュースでした。「本郷医師の会」
を立ち上げる、とのことです。そのお知らせ
のなかで幹事長の杉下さんは、本郷の教
育目標の一番目にあげられている「強健」

にふれ、「 本 郷 学 園で体 力を鍛えていた
だいたことにとても感謝しております」とつ
づっています。人の健康をあずかる医師と
して活躍されているからこその実感なので
しょう。杉 下さんも平 成になってからの、ま
だまだ若い卒業生です。「強健」、「厳正」、

「 勤 勉 」……は、連 綿として培われてきた
本郷の伝統ですね。

■ 来年1月末には新しい2号館が竣工の予定
です。地上5階地下2階、地下には1,000人
規模の講堂がある立派な校舎で、3月の卒
業式から使用されるそうです。高校13回生
の皆さんは、人工芝の校庭、昨年完成した
新4号館と教育環境の整った母校の見学
会を兼ねた同期会を計画しています。

（Ｙ）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

　
　
　
　

同
窓
会
に
ご
連
絡
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す

訃 

報
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本郷祭（学園文化祭）同窓会展示室開設
［日 時］ 9月21日（土） 10：00〜16：00
              22日（日） 10：00〜14：00

《当日は同期会・クラス会・ＯＢ会などの集合場所にご利用ください》

◆

同窓会懇親会開催
［日時］ 9月22日（日） 15：00〜17：00

会場 ： 三菱養和会巣鴨スポーツセンター内「レストランパルテール」

会費 ： ２，０００円


